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はしがき 東京都高等学校｢倫理･社会｣研究会

会長 岡本武男
一 ・ 0 ． －句． ． ．

つい一年ばかり前であったと思うが，当代高名の倫理学を担当しておられ

る大学の教授とお茶を1‐手ろていた｡その時この高名の先生は「あんな難し
．． i ． ．

い倫理・社会はやめた方がい'八んじゃない力℃」と何気なく言われた。僕は

全くびっくりしてし奮ってj 「先生，生徒たちにとっては，数学も英語も理

科も国語もなんだってみん凌難しんですよ。難しいからやめるというなら，

全部やめてし注われば左り雀せんね｡」と笑いながら反鏡したことを思い出

九「倫理･社会｣は錘じくて生徒たちの身についていないから，役に立た

ないという声はあちこちで耳にした｡現場の学校にも，こういう意見がない
. ． 4 .

わけではない。

昨年の8月,全国｢倫理珊会｣研究会の大会が終ってから,教育課程の

改善について,大会の意を受けて文部省に陳傭にいった6高等学校教育課長

や視学官や教科調査官等にお会いした。僕は「教育課程審議会の方左には，

やは，倫理･社会は難しいからやめるという考えが強く働いているのではな

いです力も」と言ったら,課長さんは｢絶対にそんなことはありません｡審

謬会で決まったことですから一繰長など何もでき童せんQlというご返事力繰

り返された｡視学官や教科調査官の方々からは&「高校進学者が中学卒業生
． 、 ． .. ： ．， ’

の90筋以上にもな勺ている現状を踏童えて，これらの生徒に社会科教育を
： ．

どう進めるかということを諒谷的に考えてぼしい。」という意味の発言があ
． ・ 3

った◎文部省の課長さんが， 「難しいからやめるo」という考えは全くない

といわれたけれども，先に毒戯たエうiを高名の先生やちらほら耳に入勺てく
o L f- . ' 』 .

る世間の声を聞くとも蔵しに聞いていると，僕はやはウ「難しいからやめた

方がいい，身についていないしb役に立たないからやめた方がいい。」とい

う考えが強く審識会の方々の意繊に働いているエうに思えてな‘らをいのであ
－1－



勘そのほかに「倫理・社会」という科目をやめねばならぬ理由が不敏にし

て見つからぬのであるo

中学を卒業して高等学校に入ってきて，分数の加減乗除ができない生徒が

数多くいることは，世間の常識である。そういう生徒に高等学校の指導要領

に基づいて造られた教科雷をもろにぶつつけている先生は童ずいないであろ

う。やはりそれらの生徒の学習能力に応じて，教材を与え，わからせる工夫

をずるのが，教育現場の姿である◎数学は難しいからやめる， 90筋以上の

ものが高校に入ってくるから，数学の綜合科目をつくるなどという謬論が成

り立つであろう力℃

身につかないとか役に立たないという考えは，分らぬわけではない◎戦後

は修身教育と言ったら悪ﾊ教育の典型のように言われた。しかし僕は必ずし

もそう思わない◎修身の教科書にもあったし，先生からも教わった「よく遊

び， よく学べ。」ということは，今も忘れることはできないし，年を重ねる

ごとにそのことがよく生きるためにどんなに大切なことかが'切実さをもう

て迫ってくる◎しかし現実の僕はとてもじやないが，よく学びもしなければ

よく遊びもしないのであるoいうならば身についていないし， したがって行

えてもいないのである◎人からみると役に立っていないのだoしかし僕はこ

の教えが僕をダメにしたとも悪い教育だったとも思えないのであるo

ソクラテスは知行合一を説いた。それを僕は教えてきたし，この研究会の

先生方も一生懸命教えてこられたに違いないoその結果，生徒の言動が知行

合一になったなどと誇らしげに語る先生は一人もいないであろうし，そうい

う生徒がい左いからといって，ソクラテスの教えを取りあげることは役に立

たないとい今たら，物笑いになるだろう◎

今から15～6年前に「倫理・社会」という科目の独立について文部省は

酒々の瞼を組み立てて0全国の現場教師を説得して回ったo今その瞼は不用

になったとして，この科目はなくなろうとしている。しかし人類の教師の言

説は，後にくる若い世代にどうしても伝えねばならないoこのために努力し
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ておられる先生方に心から敬意を表し， このための推進役をつとめておられ

る事務局の杉原先生を中心とするスタッフの先生方に，心から御礼を申しあ

げ，敬意を表する次第である。

V

､ ■

－3－



篭

目 次

はしがき………･･…･…………会長 岡本武男 1

研究分科会参加者名簿……｡．…･…．.．….…………….………….… 7

1 研究主題と研究体制および紀要の編集方針・………･・ 9

Ⅱ研究会の全般的活動の概要…………………….,………".、 12

，特別分科会研究経過報告…｡.……..……………….……‘ 14

将来の「倫理・社会」－教育課程審議会の経渦をふ室えて－

Ⅳ研究報告

I

第ユ分科会 「社会と青年」
研霊過報告…….…….………….…………………..………….… 19

チヤツプリンの｢ﾓダﾝ･タイムス」と生徒の｢モダン.タイムス」観f0」観

両国高小平克 25

広告と私たちの生活………………………青山高小川一郎 50
■

社会の退廃と民主主義の問題……..…．王子工高大木洋 54

社会規範と遵法意識について……………府中高永卜簿朗 58

小集団を考える……．.…".｡………….…･・ 志村高木村r雄 42

「劇｣と｢必然幽一｢生きがい｣をめく･って板橋高小河信園 46

第2分科会 「愛・芸術と青年」

研究経過報告…………………………………………………...……

「ケーテのことば～愛と芸術について」葛飾商高浅呑育弘

「ドラクロワの日記」に見啓房）

一画家の魂の記録・……｡．．…･…・ 小金井工高乎沼千秋

－4－

55

55

59

一一－．－－■－－－－－ ﾆ ,－ ． －－－



I

「美と崇高」 ． 外 .. ，ざ:、, ＝牙、 … ＝

一カントの『美と崇高との感情性に関する観察』（1764）エリ

白濁高徳久寛 65

板業における美一棟方志功｢板極道」仲公文園
上野高海野省治 67

高村光太郎一その愛と美一…｡｡…・江北高宮崎宏一 71

P・ゴーギャンにおける「愛と芸術」 駒込高鹿野貞一 75

第3分科会 「哲学と青年」

研究経過報告……………………………… 目黒高

倫・社の授業について思うこと………化学工高

倫理・社会と哲学･･･…………･…….．……駒場高

利己心と利他心一診、'サム噸住義茜鼠して桜町高

合理論と経験瞼への導入の試み………小石川高

渡辺道子

，矢島賢二

細谷斉

佐藤勲

田中正彦

冒
旬
■
▽
Ａ
“
．
。
《
》
一
《
》
寺
″
ヴ

《
冥
一
》
‐
《
一
【
》
。
１
《
墓
〕
？
《
》
ロ
。
《
》
〃

ｖ

第4分科会 「宗教・自然と青年」

研究経過報告…………………………………..………………･……105

宗教教育のむずかし

－特にキリスト教について－， 105

－仏陀のさとりについて－ 十文字高岡田春牛 108

源流思想にみられる自然観………………消瀬高小川輝才 110

束洋と日本の見なおし－人間と自然

必修「社会」のねらい「白R探究と自然愛・人間愛」のための

教材研究へ………………．．……．｡…･…・大森高吉沢下品 114

「宗教学習における親駕の意味づけ」 、

一親駕の授業における強調点,その壽例府中工高関根荒正 118

「俗」の構造………………………………． 高島高葦名次夫 125◆ ｡ ■ ◇ ■ ■ ●｡ ● ● ① ■ 伊 ｡ 旬

－5－



V [特集〕－『わたしはこのような課題を出している』

（1） 「私の率の生き方｣と｢ｿｸﾗデｽの弁明｣の搬感清繍州I輝之131

②昭和51 1倫社夏季課題 葛飾商高浅香育弘’31

（3）夏休み課題一テーマ説書から4輪文へ 大森高吉沢正晶152

仙倫社学習の童とめにふさわしい筆R…f賊国分寺高菊地堯154

⑤「江戸時代以降の日本の思想』 白霞高徳久寛154

⑥写真課題 高島高・葦名次夫155

f7)単位修得4輪文 上野高海野省治135

⑥夏季醜書課題 鷲宮高佐々木誠明156

⑨「現代社会と青年」の分野における課題府中工高関根荒正156

m思想の源流についてのレポート 桜町高佐藤勲157

⑪「説番指導を併行した授業の展開」 成城高野村誠157

⑫私の倫社課題 駒場高細谷斉158

⑬研究発表・年間レポートなど 志村高木村正雄140

⑭わたしはこのような課題を出している 両国高小平克140

鯛倫社ノートと学位鏡文 府中高永上蝉朗141

⑱高校生の意識･行動 本所高勝田泰次141

⑰読替課題と研究論文諜題 青山高イJII一郎142

⑱倫・社グループ研究報告番 江北高宮崎宏一142

⑲夏休み醜書課題 麓宮高井原茂幸143

鋤卒業を前にして鮓麺 化学工高矢島賢二145

剛説書課題 保谷高杉原安144

⑫「倫・社」修了瞼文 板橋高小河信国145

崎自習時の「課題」 羽田高津田信一郎145

東京都高等学校「倫理・社会」研究会規約………｡.………･………146

事務局より…………………………….……..….……………………・・ 147

あとがき。｡…･………………………………………….….｡…………148

I
’

I

－6－



研究分科会参加者名簿〔五十音順〕

※印は分会世話人

◎印は特別分科会世話人

〔第1分科会〕 （社会と青年）

秋元正明（学芸大附）

泉谷注さ（江戸川）

小川一郎（脊山）

菊入三樹夫（家政大附）

小平克（両国）

蕊渋谷紀雄（墨田川）

関根荒正（府中工）

豪津田信一郎（羽田）

野村先生城域）

葦名次夫（高島）

内田君夫（攻玉社）

香川弘（安田学園）

木村正雄（志村）

佐女木誠明（鷺宮）

杉原安（保谷）

高安要夫柿ケ谷勵

永上錬朗（府中）

吉沢輝久彬並）

市川仏乗偽大附）

大木洋任子工）

勝田泰次体所）

河野速男（北）

鹿野貞一（駒込）

識見美雄（駒場）

田中正彦（小石川）

長沢幸男（育英工靭

V

〔第2分科会〕（愛・芸術と青年）

浅香育弘（葛飾商）

蕊海野省治（上野）

瀬徳久寛（白鴎）

矢島賢二（化学工）

石森勇（竹

坂本清治（白

宮崎宏一（江

剰
鋤
ね

新井清偲中西）

小笠原悦郎（日大二）

平沼千秋（小金井工）

渡辺道子（目黒）
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〔第3分科会〕（哲学と青年）
｡ ､‘－， .、t

’

’

1

、

井原茂幸侭宮）

田中正彦（小石川）

成瀬功（葛飾野）

蕊矢島賢二(化学工）

五味． ､賊（保谷）

津田信一郎鰯田）

深野良寛（秋川）

吉沢輝久(杉-並）

佐藤勲（桜町） ・

中村新吉鰊馬区教委）

細谷斉（駒掲）

豪渡辺道子ざ岨黒）

I

li

’〔第4分科会〕（宗教・自然と青年）

楽葦名次夫縞島）

小III輝之（清瀬）

佐藤哲男（江戸川）

寺島甲論'伏森）

沼由俊一(戸山）
B4 ･ﾛ

市川仏乗（駒大附） 岡田春生（十文字）

菊地尭個分寺） 蕊木戸能史（育英工専）

鷲見美雄（駒場） 高野啓一郎（サレジオ）

長沢幸男（育英工朝並木豊勝（育英工翰

蕊田若男（帝京） 吉沢正晶;伏森）

I

〔特別分科会〕

浅香育弘 葦名次夫‘ 石潔勇〆祐川仏乗

海野省治 4笠原悦郎岡田春生 小川輝之

禾村正雄佐々木誠明坂本清治 佐藤勲
『. 。

津田信と合‘郎寺島甲論 永上騨朗◎中村新吉

◎細谷斉 御厨良一(三田） 宮崎宏一

吉沢輝久◎吉沢正晶渡辺浩（江北）

：内田君夫f､ ：、

◎菊地尭

杉原安

・中村佑二（三田） ・

村松悌二郎崎中西）
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I研究主題と研究体制および紀要の編集方針
！年 j

研究部長 宮崎宏一

研究副部長 市川仏乗 葦名次夫

8可

〔本年度の研究主題〕､ー 、

テーマ学習を中心としたわかりやすい授業展開

・ ら唖 ●

〔研究主題設定の趣旨〕 ．

（1） 都倫研は，発足以来現場の諸先生方の授業体験や実践を通して，指

導内容の糖選，教材内容の平明化などについて積極的，主体的に研究会活動

がすすめられてきた。しかし今回の教育課程審議会では，現在の高等学校教

育は素･般に内容の程度力塙〈専門的に，分化しすぎているとして，教育内容

を再織成すべきであるという声があるoこれにともなって本年度は高等学校

､におけ‘る各教科・科目の編成において「倫理・社会」は厳しい状況に霞かれ

ているといえる。 ，.‐ ．

（2） これらのことから，現代の高校生の問題意識や行動の実態などをふ

きえて，わかりやすい「倫理・社会」の授業展開を考えていかねばならな｛'℃

そのためには具体的で生き生きとした授業の実践的工夫が課題となるo高度
｡ ” 、 6 ， 。 勺

の内容であ-,ても，それを現代の高校生にふれさせ，いかに興味や関心をい

だかせる力℃われわれはそういった内容を精選したわかりやすい教材化の研

究が必要であろうo本年度は昨年の研究主題「教材内容の平明化一今日の

生徒に適合する倫理・社会へ」をさらにおしすすめ，わかりやすい新鮮な授

業展開はどうあるべきかを研究テーマにしていきたい。

（5） そこで本年度は， これまでのような教科書の分野別の分科会やソク

ー9－



’
ラテスタ《ズズトンからはじ富ってサルトルをでといった思想史学習を中心と

した分科会組織をとらずに新たな角度からアプローチしてみたい。これ戎で

ややもすると教材化しにくかった，人生の基本的主題を「テーマ学習」ある

いは「主題別学習」と呼ばれてきた方式で，分科会構成を考えてみた◎この

テーマ学習を中心としたわかりやすい授業展開にエって，現代の高佼生に対
。 ： 8 4 ，

応できる内容にしていきたいo

〔研究体制〕

第1分科会社会と青年 第2分科会愛・芸術と青年

第3分科会哲学と青年 第4分科会宗教・自然と青年

特別分科会将来の「倫理・社会」一教育課程審議会の経過をふ戎

えて－将来の「倫・社」の位圃づけ，基本的性格，内
1．

容構成左どについて検討していく。
． ｡ 凸 。g・

、 6

〔特集一「わたしはこのような課題を出している」〕
ヅ､ .・

夏休み，冬休み0あるいは平常時の際に，どのェうな課題を出されている

か，先生方の課題実践例を紙上で交換し合うというねらいで本年度研究部が

創画を立てたものであるo

鯛題のねらい②課題の内容･方法③評価.授業に毒ける活用のしかた

〔紀要の執筆要項〕

,織筆のねらい〉
本年度研究主題「テーマ学習を中心としたわかりやすい授業展開」につい

1::,。

て，各分科会における共同研究，食た個人分担研究の結果を具体的に紙上に

報告する。あ戎，型にこだわらず，自由に研究成果を発表3－る。

＜各分科会の研究経過報告＞

各分科会の世話人は，従来通り，各会の研究活動の経過を簡単に含とめ為

分科会の雰囲気がどの主うであったか，左た文献の銃み合せ，研究発表や研

究交換，あるいは討麓の重要な部分についてはわかりやすく筆録報告を十ゐ

く個人分担研究報告＞

－10－
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1 1

テーマ （主要事項・サブタイトルなど）

1． とのテーマをとりあげる理由，又はこのテーマの学習のねらv℃(q5P)

2． 小項目をいくつか立ててoそれについてできるだけ平易な文献資料の抜

奉などを示すbなお紙幅のつごうですべてにわたって引用でき左いときは

○○本○ページ○行目より○行目誉でと出典を示すエうに心がけるb萱た

視聴覚器材を使用する場合は，できるだけ具体的に説明を加える。(3.0P)

3． まとめ失敗とくふう，指導上の留意点，問題点などをもってまとめと

する。 (0.5P)

＜付記＞

本年度の研究体制は，年度当棚社会と青年，＠凌と青年，③哲学と青年
啄込

鯨教と青年，⑤自然と青年，⑥芸術と青年の六つの分科会を設腫し●参加

希望の数をみて，特に少ない分科会ができた場合は，統合整理しようではな

いかということでスタートいたし玄したoその結果，上記の通り，②の「愛

と青年」と⑥の「芸術と青年」が合併され，④の「宗教と青年」と⑤の「自

然と青年」とが合併されたわけで-すb

本年も1人一分科会所属を原則としましたが，希望により他分科会への出

席も歓迎されるよう配慮いたしましたo分科会世話人は，研究例会などで次

の分科会開催の日時・場所等を紹介し合っていたようでした。

《 ．
以上

、ノ

－11－
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I研究会の全雌的活動の概要
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〔第1回〕 5月28日（金）総会･研究発表大会於東京都教育会館

1）総会
（ 1 ． ．， ． ． ま。 ． ‘

‐挨拶 前会長中村義之氏
． '二？ ‘

新会長岡本武男氏．？． 、 ｡

会務・決算の報告および承浬 都立白鴎高坂本消治氏

尋事麹↑画･予算･新役員の選出 都立保谷高杉原安氏
． 1 ．． ’・

琢騨業計画･研究主題の提案承趣 都立江北高宮崎宏一氏
, ： 4 ‘

駒沢大附高市川仏乗氏
． ．.、 、旱 で

都立高島高葦名次夫氏・塁 ． ． .!:。 、 一員．

2）研究発表なら塵に研究協議
. －あ, ､

「昭和50年度の研究活動の総括」 都立大森高吉沢正晶氏

「全倫研全国調査を終えて」 都立清瀬高小川輝之氏

朧同協議一教育課程改訂の現在室での経過と今後の動向について－」

教育課程審議会委員
中村装之氏

昭和女子大学舗師

都立大森高吉沢正晶氏

5）瀞演

「ニーチェの学問批判をめく・うて」東京電気通信大学助教授西尾幹二氏

〔第2回〕 6月18日（金）第1回例会 於都立上野高
1）公開授業

「仏陀の思想」－3分間スピーチを童じえて－都立上野高海野省治氏
2）鱒演

「聖嘗における人間像」 東京大学教授前田護郎氏
－12－

I

’

｜
’

’
’

’

I二． ．



5）分科会 ． "ぃ ： : ‘
． ‐ ： ．.』『・ ・ ． ； 5．． 、 ”i ′・ 〆
分科会の結成･世話人還出・分科会年間計画の協議決定芝： ･

･ペ： ｡

〔第3回〕10月29日（金）第2回例会於東京学芸大学附属高篝学校
6 － ， 胃 ＄二・ . ． ､

1）公開授業
’ ， 、 ；

「モンテーニュについて」 東京学芸大附属高秋元正明氏

2）研究発表

「道徳形而上学原瞼からの一考察」 都立白鴎高徳久寛氏

5）瀦演 ， ;:…

「人間存在のおもしろさ」 元法政大学教授・評臨家福田定良氏
子. ．

〔第4回〕11月22日（月）・ 11月23日（火）全倫研秋季大会と共催
． .、 ；・ ｛第5回例会於駒沢大学

1）公開授業 高等学校
駒沢大高市川仏乗氏

「イエスの思想について」

2）坐禅の実習 一坐禅堂にて一 駒沢大高広野義成氏

同 大山定隆氏

5）全体協識「教育課程審議会の審議のをとめをうけて」

4）記念謂演

「大乗仏教の倫理観」如来蔵の思想を通して一東京大学教授
高崎直道氏

駒沢大学舗師

5）臨地見学 大森曹玄老師道場（坐禅と鱒話）一立正佼成会大聖堂一

一東京カテドラル聖マリア大聖堂一イスラム寺院 （貸切パスにて見学）

〔第5回〕 2月8日(jR)第4回例会於都立府中西高

1）公開授業

「内村鑑三について」 都立府中西高新井清氏

2）研究報告「イギリスの中等学校における道徳教育について」

都立保谷高等学校長吉田道雄氏
. 6 0 ◆ ﾛ
, ･ 9 ､ﾞ ． -0 . ･

3）簿演 ． , : ， “4
． ． ‘ ： ： ’ ． 、 ：

「イエスと現代」 東京工業大学教授八木誠一氏

－15－

、． ､
少凸 血



’

Ⅲ特別分科会将来の「倫理・社会」一教育

‘課程審議会の経過をふまえて一 ::<』

。
’
Ⅱ
。
Ⅱ
Ｌ
ｑ
■
１
１

研究経過報告

文部省教課審の昨年度に主鈩ける経過は， 10月6日「教育課程の改善につ

いて」 （審議の左とめ）が発表され， 12月18日永井文相に答申されたo

この間の教課審の動向に注目しながら,‘本特別分科会は以下のエうな活動を

展開したC

l・都倫研総会（515．28）に,昨年度特別分科会の経過報告とともに，

教育課程改善をめぐる諸問題につき問題提起を行い，共同協議を行う◎

Z全倫研夏季大会における全体協議の結果をうけて，全倫研事務局ととも

に協議し， 「高等学校の『倫理・社会』存置と道徳教育の充実に関する要望

書」の作成に協力する。

＆第1回分科会（51114）於大森高校出席14名

中村義之前会長:(教課審委員） よりの報告，御厨三田高校教頭エリ協力者

会議報告を承け， 「審議のまとめ」を検討の結果，次のような認織に達し麺

i)必修の「社会」一ねらいとして：－①良識ある公民としての基礎的な

教養②自己探究を深めること③自然愛，人間愛④日本文化についての

漣職⑤国際社会に生きる現代の日本人としての在り方

内容について：－①人間の生き方に関する倫理的な内容②現代社会の

政治や経済に関する内容のほか，例えば，③人間と雲境④現代社会と科学

技術⑤日本の文化と伝統などにかかわる内容を効果的に取り入れる工夫を

し，広い視野に立って社会についての考え方や学び方などの基礎が習得でき

るように配慮するo似上「審議の玄とめ」より整理）

il)「現行の『倫理･社会』及び『政治･教済』の内容を中心として，中学

校の社会科の内容や他の科目との関連を考慮しながら，新しい広領域的な科

目を設け，全員に履修させる方向で検討する」と， 「中間まとめ」に述べら
－14－
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l」

れており， 「審議の童とめ」もこれと同一の線に沿句ている。

ii)選択「倫理」は，大学受験体制の強い今日の状況では，選択する生徒は

極めて少玩く，実際には履修されずに終わるものと予想される。 ： ，

iV)したがって，必修「社会」の中に，高校における道徳教育の中核を考え

ねばならない。

V)必修「社会」は9 5科目の寄せ集めではなく，必修科目としての新しい

いわば学際的蔵内容が予想されてくる。 ： ：

4．第2回分科会（51． 1113）於駒掲高校出席14名 ，;

第1回会合における麗織の上に立って， 「審議の堂とめ」の趣旨をふ室え

て，必修「社会」の内容構成の試案を検討する。なお， 「政・経」担当教強v

の出席を得て．連帯した協議を行う。これ宮でに構想された内容櫛成案はつ

ぎのようなものであったO

OA案（昨年度提出されたもの

(1)青年期の課題／(2)人間と自然／(3)人間と社会（経済生活，日本の政

治と国際社会）／(4)人間と歴史（人間と文化，伝統と日本人）／⑥人

間とは左にか（生命と精神，感情と意志，宗教と人間，芸術と人間，科学

と人間）

OB案

1現代社会と人間（1）現代社会の特色促主主義と日本国憲法，日本の経

済と社会福祉，国際関係と日本の役割） (2)現代文化の特色仗化の創造

と継承，雲境と人間，産業社会化と大衆社会， 日本の伝統と文化の特色）

2.思索と人生（')青年と人生情年期の課題，真理の探究） ②人生の考

え方と生き方（人生の指針，人生の基本的問題，現代に生きるわれわれの

課題）

○C案

1現代社会と人間（1）現代社会の特徴と課題（政治的課題，経済的課題，

国際社会における日本の課勵個)現代文化の特徴侭境と文化･現代社

－15－
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会と科学文明, 日本文化とその伝統）

2現代社会と青年≠(1)青年と人生（毒年期の課題6．真理の探究） ③思索
■ p ■ 4

と人生（人間観の追求，ものの考え方の基本的問題，現代の倫理的課勵

O嘘，
1人間とはなにか(1)人間と自然吃)人間と歴史(3)人間と社会(4)人間

と文ｲヒ 、 ‘ ，: ． ；
6 ． 》 ． . ､、 ． ． ・ ・・． ；. ：↑‘ベ ． ｡..？ ． ‘，

2現代とはなにか(1)日本の社会の現状と課題(2)日本の政治現状と課題

③日本の経済の現状と課題(4)日本の文化の現状と課題(5)国際政治･経

済・文化の現状と課題

＆青年期をどう生きるべきか（'観代青年の特質②自己形成の課題（3）

現代日本の思想的課題④新しい文化（学問・芸術・宗教）の創造

a"金倫研秋季大会における全体協議「教育課程審議会の審議のまとめをう

けて」に，本分科会の研究経過報告とともに問題提起を行う。

（吉沢記）
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第1分科会「社会と青年」

研究経過報告

「社会と青年」をテーマとする第1分科会0 しばしば本題から逸脱し，倫

社の本質論，あるいは倫社教師あり方等が問われたことはあったものの（勿

鏡それはそれで意味が有勺た。むしろこちらの方がダメになった？）終始，

量的にも質的にも，活発で充実した瞼議が展開され室した。世話入としては

例会を研究会的雰囲気にするのではなく，徹底した瞼議の場にずることを（

例え不毛たこともあるにせよ）常に念頭におき，運営をしてき室した。
W

1． 経過

6月18日都倫研例会で世話人を決め発足した第1分科会は盛夏の沈黙の

あと， 9月14日（火）教育会館13名参加， 10月7日（木）都立駒場12

名参加， 1 1月9日（火）都立墨田川12名参加， 12月10日（金）品川

労政19名参加， 1月14日（金） うずら荘17名参加， と転々と掲所をか

えながら5回の例会をも-'てきました。

◎6月の都倫研例会とこで生徒の意識，実態調査を1分科会として実施

しようということが提起。

◎9月例会意識調査に関して，調査の形式，実施方法については一応タ

ナアケした上で，その必要性，意装，位腫づけの問題齢が展開され室したo

倫社の教師として何をするにも我々は高校生を知ら履ければならない，そ

のための方法の1つとして客観的な調査は意義をもつ，戎た，ひとつの分科

会として｡何かのこる屯の画を実施してみるのもいいではない力℃日禽の接
。 ． ； ‘

触で我'々は生徒を知ることができる，客観的な鯛査など今さら必要ないし，

逆に何かがぬけおちてしきったり，事実を歪曲してとらえてしまうおそれが
｡ ■ = ① ▲ ■ ﾛ

ある）結果として1分科会としては， “具体的な社会問題．を通して，高校

生の社会観，価値観に関する意職鯛査をする， ということに決定o
Ja

．‐ ． ｡． ‘ ：、。
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説

をた，倫社の授業において，対象をつきはなして分析~ｵ．る0つをり客観主

義的なアブ威一ヂと｢倫理｣の問題,対立するものではないにしてもやはり
● ● ● ● , ：・ ゞ．. ， ． ． ・ ・

とをどいを感じる， という事， 「倫理｣への違和感，そしてリアルに人間.、

社会をみる所から出発すべきだ宏どが話題となりました。

610月例会 画社会と青年画というテーマからはなれて,Aさんの提案
をうけ倫社の目的をどうおさえるか,ついて意見の交換oここでは唾人間轡

や｢生き方」を対象とする科目だろうといった「共通点」を除いて，予想さ

れていた相違点が明確ゆきぼりにされ，あらためてこの科目の難しさを知
らされまじたo

室た意餓調査に関しては，実施の有無についての議論がむしかえされ，各

自，それぞれの方法で生徒へアプローチする， とはなりましたが，分科会と

じてとりぐむごとはづいに見送りに決定。

．◎1 1月例会前の例会で今回は「アンケート，作文，ふれあいその他い

かなる方法にせよ我々が知ったところの，生徒の社会やできごとに対する関

心や意見をともかく出しあう」ことが確認されてい食したが，それをうけて

Bさん, Cさんがまず口火をきり玄十OBさんは生徒が日常的に使~っている

ゴトパ（例えば何でオレだけが注意されるんだ皆やっているじゃね±か等）

に生徒がどう反応するか，をとっかかりにして意識にせ戎った実践例’ また

cさんは6チやツプリンの｢モダンタイ塾､ズ｣のｼｰﾝの説明文を生徒に提

示し,それぞれに対し唾とんにちもあては主るか画を生徒に問うといみた形

の意識鯛査の例6 ともに豊富な経験に裏打ちされた報告で，質問が集中し玄

した｡他に世話人の方から，現代高校生の社会的問題に対する無関心’ある

いば意識の低下力報告◎

自由討論に移り， 「倫理的アプローチと社会科学的ｧ少画一チ」をめぐっ

て， あるいは「事実』とは何か等の意見交換をくぐりぬけた後，分科会のテ

ーマへむかって集約され,今後「マスコミの高校生に対-する影響（その具体

例，問題点など） 」を話題として行く事を確麗，一定の方向が打ちだされを

－20－
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した。

◎12月例会 19名参加と1分科会はじまって以来の盛況の下0 画マス

コミ”の高校生に対する影響・問題点をテーマに討論が展開しました。 （討

論に入る前にDさんから豊富なアンケート調査結果をもとに,錐のTV,

ラジオ，新聞などや，その内容に対する関心，あるいは影響の実態について
：

報告）

マスコミを否定的にとらえる立場と，全面的に肯定ではないにせエ，むし

ろ利用して行くべきだ（批判力をつけながら）という立場の相違がはっきり

出てき室した。他に「深夜放送」をどうみるか，生徒と我々が接触Fす-る時の ‘
当

マスコミの「役割」などで意見が対立， しかし,賦マス。.ﾐの力が大きいこと．

に関してばほぼ確濯され「だとするならば，我々はどうあるべきか」につい

て今後輪議して行く事に決定。なお今の生徒は活字で育った我々と思考の型

が違うという電識のもと思いきって教材を視覚化した実践例（ホップスの思

想など）がEさんから出され、反響をよびをした◎

ol月例会年を越してもエネルギーはおとろえず，競議は集約不可能に

なるほど文字通り「白熱」◎Fさんに代表される，もはやマスコミから逃げ

ていたのではだめ，影響のプラスマイナスを論じている時代ではなく，批判

的なマナコを持ちながら，積極的に活用して行かなければという意見,Gさ

んに代表される，マスコミの悪影響ははかり知れないものがある，むしろ遼

断させるべきだという意見が有り，このあたりを軸に瞼議が展開しました◎

会としては前者の立場の人が多かったようですが，いろいろな方から「マス
8 ． 報.

コミに対する批判力を」「マスコミの対象化に全力を」とい勺た意見が出さ

れ蚕した。残り時間が少なくなった頃，倫社では「人間をこえた世界を求め
少･ ． . ･

なければ」という立場から，マスコミをどうとらえるかも，何を選択するか

も，そもそも我々の立場＝「原点」が明確でないと無意味かつ不可能だ， と

いう識意見が出され,その『原点｣をめ<･って一部紛糾する事態も有りま
したが，マスコミの圧倒的な影容を受けている現代高校生と日々接触してい

－21－
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a課題（世話人の反省にかえて）

「いいたいことを言う」がモットーの第1分科会，倫社の目的をどうとら

えるか輪社観）をめぐって，倫社の教師のあり方をめぐって，マスコミの

影蒋と問題点をめぐって（その他にもいたるところで）鋭どく瞼議が展開さ

れ室したoしかし時間の制約と司会の不手際により，をだ充分に深化したと

はいえ注せん｡左たそもそも現代社会をどうとらえるのか，個々の社会問題

をど#うとらえるのかという観点が欠落していたように思えま-ffo "社会と青

年画･がテーマなのに「倫理」や「生き方」に傾斜しすぎているという意見も

有りました◎

ところで，他分科会からの参加者等もふくめのべ75人が集まり，回を追

うごとに白熱してい勺たこの分科会， 「これでよかったのかな」と今卒直に
● ● ● ●

思っていますo会として残されたものは何もないのです◎議瞼を集約し高め
● ● ● ●

て行静とと,;あるいは会として何か実践すること……これらのことが世話人

にはできませんでしたoいたるところで火花がとびましたが，それが例えば

私にとってどう生かされて行･つたか，がわからないので十．エリ生産的な方

向で' ’会のあり方・方針を規定し運営できなかったものか， と思句ていま九

;もっとも鏡点，対立点が明確になった事に関して一定の意義を認めますが①

､なお運営に関してはサロン的雰囲気をなるべく払拭させる方向で，連絡や

宣伝，‘それに例会時の司会を行ない童したが，これは難しい問題でした◎
〆･趣.ﾉ… ，

､:;と･もあれこの大世帯の分科会，をご左ごしている世話人をささえた方々，

あるぃ:はほぼ毎回出席されて会をもりあげた何人かの方々に対し，また寛大

なる研究部の方に対し感謝の念にたえません◎ 1年間有難うござい童したo
， ﾘｰﾐ ．． （津田信一郎記）

2 ！…ﾑ ､－22－
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1 1

チヤツプリンの「モダン・タイムス」と生徒の
「モダン°タイムス（現代） 」観 ,．; …

都立両国高等学校小平 克

。はじめに

「倫理・社会」という教科の眼目は, 1現代社会に生きる人間のあり方を考

えることにあるとすると，現代社会とは何かということについて，おおよそ

の理解をさせる必要があるが，このテーマを授謝上することは大変困難であ

る。第一に，現代特有の社会現象が， 「政治・経済」の分野と深く結びつい

ているので，そうした背景の理解なしにとり上げることに問題を感ずるので

あるが，現代社会を全体的な視野からとらえる社会認識は，生徒の個人的な

体験を通して得ている替会認職と相当なズレがあるということ，また，説明

が一般的・抽象的になるため，生徒の関心をひきつけることが難し'八という

こともその理由である｡‘現代社会の様々･左問題を集約していて，しかも生徒

の関心をひきつけられる教材が見つかれば，このテーマの授業化はかなりう、

を<いくと思うのであるが，それが仲々見つからないのである。 、

そうした苦慮のすえ，私は，チャップリンの「モダン・タイムス」が現代

社会とは何かを考えさせる導入として使えるのではないかと考え,実際に映

画を見て，ストーリーを文章化してもみた◎しかし，ふんぎりがつかず，放

郷していたのであるoところが，昨年10月4日,TBSで放映戸するという

ことを知ったので，二年生全員に， 「倫理・社会」の授業の一理として。で

きるだけ鑑賞するとうに伝達し，参考資料として，作成してむいた「モダン
＆』

・タイムス」の解説とあらすじを記したプリントを配布,した◎

たまた童，私が所属した第一分科会で，生徒の社会意職を調査することに

なっていたので，との映画の感想を通して生徒の「モダン・タイムス観代

）」観を鯛ぺぃあわせて，チャップリンの「モダン・夕:イムス」が教材とし
－23－
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て使えるかどうかを確かめたいと思った。

調査結果の概要は,'’月の例会で発表し，先生方のご意見をうかがった。

③調査について

調査は，雀ず， 「モダン・タイムズ」のなかで， とくに「現代」をイメー

ジ化しているシーンを，3個所とりあげ， 「現代」のイメージ化として今日

もその蚕含あてはまると思うか，それとも，今日からみて時代のへだたりを

闘冬るか，を確かめてみた。 （質問I)

患潔宕ﾝ.について，どのような文章化をしたのかということ，その回答結

果については，月俵をご覧頂きたいが，おおよその結果を報告するo

、:1，番（警察に主る取締りが強戎って.いる） ， ’2番（貧富の差が拡大し

ている） ， 2番.(労働者．大衆は従順で盲目的である） ， 6番（労働者の人

間性を無視した生産第一主義になっている） ， といった項目に時代のへだた

りを感ずる生徒が多かった◎これは， 「大衆社会的状況」といわれる現代社

会の世相からみて不思譲ではない。したがって，生徒は，高度跡主蕊とし

ての今日の社会状憩を，直観的ではあっても，かなり的確につかんでいると

いうてもいいのかもしれない◎

しかし，例会では，青山高校の小川先生が，生徒は彼らの生活体験と密着

している事柄に反応しているのではないか， という指摘をされた◎たしかに

1番（あわただしい時代） ， 9番（ストレス過剰が糖神異常を勤壜出してい

る） ， 8番（他人の不幸に冷淡で無関心になっている） ， 5番僅理体制が

いきわたっている） ，左どの項目に，今日もそのまきあては戎っているとい

う意見が多いのは，各シーンについてのチャップリンの意味づけを理齢る

ということは，生徒の生活体験の範囲でしかできないのではないか， という

ことを物語っているようにも思われるoこの点は結果分析の困難な所であ動

次に0との課画の,ラストは0チャーリーと少女力需り添って’長い影をひ

きながら，広い既原の彼方につづく白い道を去勺でいくシーンであるが，こ

れは,これからだんだん明るくなっていく朝のイメージなのか，だんだん暗

－24－
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1 1

<なっていく夕方の,イメージか0 という質問であるo (質問Ⅱ) . m･.

さらに，このラストシーンの印象を四つに分類し，映画「モダン・タイム

ス」に対する生徒の解釈と，生徒自身の「モダン･タイムス（現代） 」に対

する態度を確かめてみた。 （質問Ⅲ） ，分類の視点は下記の通りであるo

t現代社会に対して前向きの姿勢で立ち向かう強い適応(同調)の姿勢､

2.方向転換をして現代社会に順応しようとする弱い適応（同鋤の姿勢、

3.現代社会に背を向けて反逆しようとする強い不適応朧脱）の姿銑

4.現代社会に背を向けて逃避しようとする弱い不適応（離脱）の姿畿

これらの質問に対する生徒の反応については月俵を見て頂きたいoこの結
性’

果についての私自身の感想は，チャップリンの「モ蕊ン･タイムス」につい

ての私の解釈を含めて，多々あるが，紙面の都合で省かざるを得ない。

◎まとめ

この鯛査をしてみて，予想通り，生徒の「モダン・タイムス観代）」観

が多禄であることがわかった。このことを数量的に確かめ得たことは意味の

ないことでは薮い◎現代巷会とは何かを授業でとり上げる際には，堂ず， こ

のことをふ室える必要があるからである◎さらに，多棟な結果のなかから’

ある程度の傾向性をひき出すことができたが， これも，現代社会とは何かを

考えるうえで有用な資料になっている◎したがって，チヤップリンの「モダ

ン．タイムス」を教材として使う場合には，高島高校の葦名先生からも示唆

を頂いたが，との調査結果もあわせてと．bあげた方がエいと思う◎さらに授

業の効果をねらう蔵らば，チャップリンその人を現代史のなかに位置づけて

説明しておく必要がある｡ただし,映像を通して毒ふる齢亥プリ悪の｢モ
ダン・タイムズ（現代） 」観を，文字化して教材として使うこと'はoいかん

ともし難い限界がある◎望むら．<は，－わたくしは千戦~守遇のチャンスを

逃してしまったが一ビデオテープ化できれば,と思うのであるが…･･℃

以上の報告は，第一分科会の先生方が，マスコミの影響を，主として，否

定的にとらえていたので0穣極的に活用した実例として，提示してみた。

－25－
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V

質問Ⅱ 「モダン・タイムス］のラストシーンは，チヤーリーと少女が寄り添っ

て，長い影をびきながら，広い野原の彼方につづく白い道を去ってし､<シ

ーンであるが，これからだんだん明るくなっていく朝のイメージと感じた

人は○印，これからだんだん暗くなっていく夕方のイメージと感じた人は

◎印を記しなさし℃ 〆 ‘' ､ ‘ ，

－27－
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ﾁｬｰﾘｰが発狂して糖神病院に運び込浅れだ

シーンが示しているように,xx･.l,.i/スー:陣蹴の

過剰力も綱常やノイローゼを鐸出させている
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トラックから落ちた危険表示旗をかついで走

っていたチャーリーに群がり集まづ.てきたシ

ーンにみられるエうに，現代人は附和雷同し

やすくなっているO 。
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チャー』リーをデモの煽動者と誤解して刑務所

に放り込むなどちょっとしたことで警察官が

出動するシーンが出てくるように，警察によ

る取締りが強室っている◎
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１
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4

55
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12

チャーリーがデパートの夜警になって見たぜ

い沢な商品の山と，そこえ押し入ったかって

の工場仲間との再会のシーンが暗示-するよう

に，貧富の差が拡大している◎

○
○

．､~､曲：

116

0165

』 ．

‘15

35

49

》
》

13

チャーリーと少女がスィートホームを夢みな

がら，それがつぎつぎにこわされていくシー

ンが示-ずエうに，家庭の幸せを求めるととす

ら難し〈なっている。

O68

Q 68

○194
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21

59

》
》

イメージ 人数 筋 ○印は約50人

1 朝のイメージだと思う ○264 80 ○○○○○○○○○

2 夕方のイメージだと思う ○54 16 ○○
■

3 無解答 ○12 4
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質問Ⅲあなた自身の「モダン・タイムス（現代）」②イメージとしては，

朝と夕方のどちら力鐘当か，どちらでもないという入は，さらに，昼，

夜，わからない，を配しなさ恥 ○印は約50人

無回答 4

質問Ⅳ次のラストシーンについての解説文のうち，自分の感想に一番近い

ものを選びなさし､◎

－28－

朝 ○

○○ ○

○○〃自､、 ○

昼

夜

③
、 ソ
⑳

③⑳

夕方

朝のイメージ

どちらでもない

13鉛 40 笏

昼のイメージ

わからない

夜のイメージ

､4タ

29

24

秘
14

9

7

夕方のイ.メージ
ロュ 年

C 心 ■

の

F D

91 27 ’

ラストシーンについての解説文 人数 錫

1

愛し合う少女をｲ験チャーリーは， 「わ力遁｣をいく勇気を得て ， これ

からの人生の困難を予想させる「荒野」を出発していくo愛し合うこと

ができればどんな困難をものり越えられる。観客のみなさんも

ヤーリーにつづ（て「極道」を行こう， とよ〔助けていん

， とのチ
154 40

2

この機械文明に毒された都会生活のなかでは，二人は幸せに生

きることはできない， ということがわかり， 自然とともに生き

る田園の生活を求めて旅立っていった。機械化されることの少

ない農村であれば，彼らは人間らしく生きることができるであろう◎

59 12

一

■■ ●

■‐

自己

5

チヤーリーカ現代社会に背を向けて歩き芸→ていくラストシーン
： ロ ･

は,現代社会からはじき出され,ついてい､く"ことのできない人
々に限り左い同梢をよせることによって非入間的で夢も希望も
持つことができない機械文明に対する拒否を訴えているのであ

る。

－ 6

76 25

4

観客に背を向け?ておどけた格好で歩いていく二人の後姿には孤

独なかげが感じられるo二人が歩く白い道の行手には，山々が

重なり合っていて， これからどんな困難があるかを予想させる

どこへ二人は行くのだろうか，愛し合うだけで生きていけるの

だろう力℃雛もわからなし℃

◎ 74 22
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質問Ⅲあなた自身の「モダン・タイムス（現代）」のイメージとしては，

朝と夕方のどちらが適当か,,どちらでもないという人は，さらに，昼，

、 夜，わからない，を記しなさいo

（その他）とし，同じぐらいの字数の短文で「モダン・タイムス（現

代）」に対する感想を述べなさい。

「その他」の例文， （文章は多少書き直している）

1現代は，日のあたるところと日の当らないところが

あり，僕自身が日なたと日かげの境に立つ.ているので

‐すb日のあたるところだけを見れば前途は洋々と感じ
られ， 日かげのところを見ると前途は限られていて暗

く感じるのです。だから僕自身の現代の見方はその時
とで変るので・ずo (A組8番） V

。人ムォ

2． もう少し前の時代ならこのような悲劇がふつうに見

られたのかもしれ童せんが，今の時代はこんなひどい
状態ではないと思います。たしかに機械化されてはい

ますが，機械化の方向に流されてはいけないという考
えが現代人の心に強董り，機械に隷属することが少な
くな・ってきていると思いますb (C組44番）

a現代は本当に暮しにくい世の中である◎しかし，現
実から逃避してはいけないと思う。これからの社会を
築くのは私達なのだから，次の世代に，これから生き

れてくる人右に，よりよい社会をのこしてあげられる
ように，できるかぎりの努力をして，精一杯に生きる
ことが大切だと思う◎ (F組36番）

質問V

生徒自身の「現代」に対する姿勢

質問Ⅳ

生徒が感じた，チヤツプリンの「現

代」に対する姿勢 ○印約50人

同調傾向同調傾向

…○○

． ○

強さ－－－－－

④

、③

）
（
〕

。強さ 弱さ弱さ

:轡 ③

⑥鋤

離脱傾向 離脱傾向

－29－

人数 妬

1 86 26

2 54 10

5 75 22

4 93 28

5 52 10
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…広告と私たちの生活
都立宵山高等学校小川一郎

Lこのテーマをとりあげる理由

毎日配達される新聞には， ドッサリ広告がはさ室れているoテレビから流

れるコマーシャル・ソングは幼児まで口ずさむb電車に乗勺て窓外に目をや

ればやたらに広告･看板が目につく。私たちは広告にとりをかれて生活して

いる6:私たちは商品を消費して生活しているが，その商品を買う動機にどれ
・ ． ．･･.‐： .‐・

ほど広告が影騨を与えているのだろうか。私たちの生活自体が広告に左右さ

れていることが意外に多いのではないだろう力b主体的に生活を営むために

は商品の選択も主体的でなければならなV℃その意味で現代社会における広

告のもつ意味・役割など考えてみたい。

a展開

（‘1） マスメディアと広告の関係

ほとんどの商業的な新聞･雑誌は広告と記事内容とから構成され，

たとえば新聞全紙面に対する広告比率は,1967年では38.0妬であったo
, . ． 。 ｡ 1

蜜た芦｡．…67年下期における全国日刊紙平均の収入内訳は，販売収入59

:崎ﾄ広告収入502%,その他の営業収入3"と鋤,新聞事業の
大部分（9割）は販売収入と広告収入によっていることが解る。さら

に販売・広告収入構成比率を算出すると，販売43.4冊に対して広告56．

6謡となる。……

放送の掲合には,NHKの経営は主として受信料収入によっており，

広告活動はいつさ',垳なわれていないが,全国にある民放ラジオ46社

と民放テレビ46社は，その経営活動のための財源のほとんど十ぺてを

広告収入に依存しているのであるo……

ここから，コミユニケーシ画ン鏡的視点から広告を考察する場合に

－50－
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無視-することのできない，現代社会における広告がもってい､る二つの大

きな特質が引き出されてくることになる。第1に広告収入がマス・メデ

ィアの活動を支えているという事実である◎マス・コミ活動のなかで，

広告の要素が占めている位迩は大きい。……第2に，7z7筋が4媒体（

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌）に支出されていることは，現代における

広告活動が，マス・メディアを媒体とすることによって成立する側面を

強くもっているという事備を示しているd :(千葉雄次郎編「マスjコミ

ユニケーシ画ン要論」有斐閣双書・P174～P176)

』

以上費料に見る通り，マス・コミに占める広告の位置は趣めて大きい◎経営

自体が広告収入によって成り立ってといっても過言ではない◎反面，広告自

体もマス・コミによって成り立勺ているoまず， これらのことを頭の中に入

れておく必要があろう。

（2）広告の意味

、広告は死んだ自然を生きた自然へ，あるいは死んだ労働を生きた労働

へ，転換させようとする商品所有者の意思表示しぴ段かなら友､い◎商品所

有者の意思が,広告という含左ざしで，ぼくたちの生活空間を見つめ，

そのいささかのほころびを見逃さずに侵入しようとするo広告は，ここ

で二重の機能をもつ◎一つには。をなざしとして商品所有者の目をかく

す磯自島もう一つは,.先兵としてぼくたち他者の生活空間に侵入する機

. i O ･‘
” 画 j g ﾏ 6 6

能である◎

ぼくたちが広告を見たときの抵抗には0との二面がある◎一つには、

侵入しエうとするものへの抵死そしてもう一つには，広告という童な

ざし力滴品自身の目を，つまりは商品所有者の目を隠蔽しているとい･う

虚飾への抵抗であるo (稲葉三千雄著「現代マスコミ輪，青木書店,P
も ･ dl

lll～P112)

0 ‘f‘‘． ！ ・ ．.
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広告は大量生産と大量消費の結節点となっている◎すなわち，それは大盈

に生産され，大量に販売され，大量に消費される商品の存在を前提としてい

る。広告はこうした商品を販売するのに適した方法なのである◎商品社会に

住む私たちにと勺て，外はすべて商品で満ちているo私たち自身の内部さえ

商品で満ちている， と考えなければならない。商品が私たちの生活に侵入し

ようとするその先兵をつとめるのが広告なのであるO. ･

（3） 広告は新しい生活の意味を指定する

××スープは単においしいだけでなく，その使用が，あたたかい家庭

‘の雰囲気を作り出すことを示さねばならぬ。○○シャツは生地がよく，

その他さまざまな効用をもつばかりでなく，それを着ることが現代のカ

ッコよさにつながるもので碇ければならないo本来は，消費者が各自の

生活の中で，商品に対して意味を付与すべきであった。新製品に対して

は，消費者はときどいながらも，まだこうした力を発揮することが可能

蕊蕊
広告が作る新しい意味は，あく玄でも商品を売り込むためにある◎生活の

新しい異味は商品とともに0あるいは商品のために売り込戎れねばならない

ものであり，その商品が生活のなかに導入されることにエって，はじめて充

足されるものとして広告のなかに描力唖ていなければならないのである◎レ

ジャーでさえも商品として売り込まれる◎広告によぅて一日の行楽がセット

－52－
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として売りに出され，社会で公認された有意義な一日とされるoこのような

社会裂境に溶けこんでいる広告にとりまかれている私たちの生活はどのよう

蔵特質をもっているのであろう力℃広告によって新しい意味の生活が示され

ても，それらをすべて手に入れることはできない◎それらを‐すべて手に入れ

なければ幸福になれないとするならば，私たちは欲求不満の状態にあるとい

えエう◎私たちは， これらの雲境にどのように対処したらエいのだろう力℃

aまとめ ､-… ;“､ ：

現代社会に生きる私たちは，現代社会の特質をよ’〈理解する必要がある○．

その学習にあたって適切な方法は，具体的な興味や関心を生徒自身が持つ問

題を題材にすることだろう。広告は，適切な題材である◎本のベストセラー
､､ﾑA割！

づくりの名人といわれた神吉晴夫は，ベストセラー牡偶然につくられるので

なく，つくり出すものだと言ったそうだが,広告の特質を見事に言い得てい

る。

ここでは，生徒に資料として引用した部分を読玄せ，いろいろな感想を引

き出したい。 …

私たちが毎日の生活においてもつ欲望も，外からつく，りだされる場合があ

ることを気づ力せたぃO｡あ蜜b性急に人間疎外について抽象的に説明するよ

りも，このような学習方法のほうが， 自分だちの生活を見つめさせるにはよ

いであろう。このエうに,いくつかの具体的なものの学習から現代社会のし

くみについて理解させるよ．う心がけているo「深夜放送」のもつ意味など，

分科会で話題になったが，面白い題材の一つであると思う。

V

Dh

．

－5，5－
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社会の退廃と民主主義の問題

都立王子工業高等学校大木 洋

1．はじめに

我々を取り巻く社会褒境は様々な新しい問題に直面しつつ，大きな変化を

迎えているように見えるo高度成長の終りと共に扇用不安，インフレが押し

寄せでいる◎所得の増大，ささやかな福祉の向上は一応人間を飢えから解放

し,高学歴化等人間の文化水準を高めたが，殿近の世相をみると一方では根

熟､退廃現象を見せているざ政治の腐敗を頂点に麻薬，犯罪，嬰児殺し，非

行のローティーン化等枚挙につぎなV℃もちろんこれらは日本ばかりに見ら

れる現象で凌ぐ，資本主蕊の末期的症状の一つであるかもしれない。資本主

義が巨大化すればするほど，組織の中では人間は無力になり疎外され， この

はけ口として退廃ぱ蛤をるのかもしれない◎又性すら容易に商品化してし童

う営利第一主義の世相，金権政治の横行はこれに一層拍車をかけるのかもし

李一れない。しかし，最近の一連の現象は日本の民主主義の未熟さが退廃現象の

‐ 要因の‐-ぶつとして加わっているのではないかという事を想起させる◎一家心

中で簡単に子供の生命を奪ってし注ったりする事一つを見ても，生命の尊重

人間の尊厳等に於ての日本人の意職の未熟さを示しているのではないか◎こ

ういう民主主装の未熟さが，費本主羨の末期的症状と結びついて道徳的危機

と退廃を一層深刻化させているエうに思われる◎何エリ退廃の最大の犠牲者

は青年であり，明日を担う青年を直接取り扱い責任を持つ我々は， 日本の民

主主義の問題を放瞳しておく事はできない。

Z民主主義と市民道徳

昨年幕の総遷挙の結果は，注目されたロッキード汚職に関わる黒色，灰色

高官が焼々再選された◎ここにも日本の民主主義の後進性があるとは多々指

摘されたo「ニクソンは逮捕されなかったが政治的生命を失・たo田中は逮
一54－
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捕されたが政治生命を保持している」とは一アメリカ人の指摘であるが，正

にこの言葉は日本の民主主義の状況をよく指摘していると思う。今や日本の

民主主義のレベルアップは我々の大きな課題である◎との点で日本の民主主

義の形成過程力覗当問題となる。「基本的人権の問題についても，日本国憲

法流にいえば，西欧において多年の努力にエうてかちとられたその成果だけ

をいわばあたえられたものとして享受しているのであって。それをみずから

の努力でかちとったのではないといってエい◎そこにはこの基本権がいかに

貴重であり，いかに不断の意餓と努力によって守らなければならないかの真

の意味の人権感覚は生じない。櫓利であるからには。契約によるにせよ，法

によるにせよ，その基礎に普遍的なよりどころがなくてはならない、自己の

利益や立場を守るためにも，つねにこれと対立する相手方の立場をも考慮し

て，普遍的な基礎に立つ相互諒解の努力を揃棄してはならないであろう』(1)

ここに近代西欧民主主義思想に於ける新しい社会秩序と市民道徳についての

考え方の一つを知る事ができる。近代民主主義が「契約」という新しい秩序

原理をもって登掲した時,道徳規範も又全くの価値転換をとげた◎それは，

身分相応に振きう事でなく， 自由・平等・生存の民主主義的な新しい秩序原

理を守る事，これらを奪い破壊しおびやかそうとするものと闘う事が市民的

道徳となったoこの根底には自由，平等，生存の民主主義的新しい社会秩序

は自分達がたたかいとってきたものであり， この秩序は自分達自身のもので

あり，自分達自身がこの秩序の形成者であり，担い手であるという厳しい自

覚，市民意蹴があるoとの市民意職こそ市民的道徳を支えているものであり

市民意識が弱いと，市民的道徳も薄くなる◎日本人は公共心が左いとか，新

憲法を始め制度的変革を行ったにかかわらず0A級戦犯を首相の座にすえて

怪しまないとか奇怪な事憩が生ずるのも，我国では自由・平等d生存の新し

い秩序をたたかいと:ったという意織が.う:すいためではない力℃現代日本の道

徳的危機と退廃は，資本主装的末期症状に･もエ･るが0かかる日本人の市民意

職の弱さが市民的道徳の未確立となって表われoこれ力魑廃の影響を一層深

－55－
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刻上させていると思われる。自分達自身が新しい市民的秩序の形成者であり，

担い手であるという厳しい自覚こそ，外からこの秩序をおびやかそうとする

ものへの抵抗の原動力であろうoこの厳しい自覚は， 自らの梅利についての

明確な意識と自己主張と共に，他人の権利の尊重のうえになり立つ。この自

他の権利の相万聿張と相互尊重の上に新しい秩序原理としての｢契約｣は成

り立つものであり，,この権利の相互意識の上にたって市民的連帯が成立する◎

相互の櫓利の主張という事は日本的義理人情とも無縁であり，計算高いつな

がりのようにも見えるが，相互の権利の尊重のうえに成り立つ､ものであるか

ら，弱者にたいする不正やご玄かしをゆるさないものである◎

我々は権利意識を明確にし，市民的道徳を確立し民主主義的後進性を克服

して行かねばならない◎このプロセスをめく・って又かかる視点の設定自体を

もめK､って種々競議のおとる分野と.も思われる。

(1)東大社研「基本的人権の研究」5歴史P、75

a今後への課題

本分科会の討議に於て，砺見先生が特に強調された近代民主主義思想の形

成過程に於けるキリスト教の影響についても，その伝統のない日本でキリス

ト教ぬきで果してどこまで真実の思想としての近代民主主義が理解できるの

力b民主主義思想は，所有権を嫌介とした特殊西欧近代の思想であり，所有

権の否定の上に成り立つ社会主義に於ても普遍性はあるの力℃抵抗櫓や自由

権は国家や階級の消政という共産主義社会へも解消し切れない問題であり，

この意味で逆に.現在の社会主義諸国に於ける基本梅を問題にしよう◎等種女

の鏡議があり， この面で今後一層の解明が要求されており？又自分の課題で

もあるoともかくはっきりしている事は，今日の我々の課題が近代民主主義

と市民的道徳の遺産を受け継ぎながら， これをい‐､そう民主主義的に徹底さ

せる方向をもつものでなければならない，という事である。そのため，教育

という実践の場で教室で職場で何をなさねばならないかが問われていると思

う◎ ’

－56－
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4まとめにかえて

前述の如く民主主義とキリスト教の関係が本科会で討議されたが，その問

題を整理して4輪のをとめにかえたい◎周知のように近代民主主義の思想は

身分制の思想に代って平等の思想をその本旨としている。この点で大きな役

割を果したのが「人はただ信仰によってのみ義認される」とするルターの宗
今一 ･ ． ｡ ： 3 ． ． .

教改革の思想である。救済の必要条件として， ､身分も地位も富も権威も一切

は否定され，唯信仰のみによるという事はいいかえれば人は信仰をもちうる

限りに於て全て平等という事につながるoルターの平等は神の前の平等であ
、 ･ 画 ‘ ､ ,

へたがこれを「地上の平等にうつしかえようとすれば，体力知能判断力等全

てに異る人間カー体どういう意味で平等になる力℃それは人聞が人間として

生きているという点に於てのみ平等という事になる。.ここから全ての人が生

きているという事実を認め，この事を尊重しなければならない。こうして生

存権の思想が生まれたがこれを確立したのがトマス・ホッ.プズであるo生存

権からはいくつかの基本権が導き出されるが，特に重要なのは基本櫓として

の自由である◎生存幅を守るためにも，生命を危険にさらす程他人の思いの

玄まにされないという意味での自由である。こうして平等生存自由という近

代民主主義の諸原理はプルジ画ア革命のイデオロギーとなり，封建制，絶対

主義を打倒したo更に近代民主主義は古い社会を破壊するのみでなく，それ

に代って新しい社会を樹立せねばならなかったし，新しい社会に対して秩序

の原理を提供しなければな・らなかったo道徳規範でいえば，目上の者へは従

え，身分相応に行動せよという身分制的封建道徳に代って新しい市民的道徳

を創出せねばならなかった。今や人間の平等をもととして新たな秩序原理を
・・凸. ･ 1 ． ：- .9:

組みなてる必要があった◎ここに於て登場するのが「契約」という考え方で

あるo歴史的には「社会契約説」として体系づけられているが，この新しい

秩序を守る事こそ，市民的秩序とされたという点は先に述べた通りであるo

ざ

－37－
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社会規範と遵法意識について

j-):¥"群《3･gl . . :

*: ･j､ ミ．i･･卒， 都立府ヰ高等学校 永上騨朗

塾主題設定の理由 ：

高校生（中間少年),の飲酒･喫煙については，なぜか『青少年白書』(50

年版）にも調査がない。教育現場に堂かせられているのが実状ではなかろう

力℃『現代の高校生像』（嘉一法規)P、91によるとT高校では学校内外で

の喫煙が1年で7冊，3年では50儲，飲酒にいたっては1年で24鯵， 5
鍔 ” ．

年預は約半数が経験者となっていることが報告されている。高校生は，おと

まに対しては，公徳心・秩序・公明正大などの社会的公共との価値系列を強

く要求しているが，反面で個人的自律的価値系列が自分たちに重視されてい

憩い。.玄た1972年の『世界青年意識調査』ではq日本脊年の特異性が大き

な反響をよんだが，その中で社会や学校への不満が異常な高率であることが

示されている◎玄た松原氏は,ゞ青年が個人の自由や櫓利義務，順法意識につ

w皇t蕪関心力無視型が多く，このズレを社会に求めていることをのべている。
｡ ． 、アタ

（『日本青年の意識簿造』P154)とれらはいずれも生徒指導上考えねばな

らない切実な問題であるが，私はこれまた倫社学習上の実践的課題であると

思う◎表記のテーマ設定はこのような実態をふまえなければ意味がない◎そ

こで展開にあたっては， 「法と道徳」を骨子として「現代と人間」および「

近代の思想」のところでふれる必要があろう。

2展開の概要

①社会集団の維持には，個々人の行動をしめす役割期待の全体を示す社会

規範があること◎これには法と道徳が習俗とともに代表的なものである。

②道徳は個人個人力磯務や良心にもとづいて内面から遵守するもの。「汝

なすべきがゆえになし能う」（道徳性）一カント

③法（実定法）は，公梱力にエ旬て服従強制をせ戎り，個人個人の逸脱を

己戸

商

可､
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防止しようとするもの。「汝左しうるがゆえになしうる」 （合法性）

④法の外面性，道徳の内面性といわれるが，自然法の概念理念から，本来

共通の構造領域を基底としている（法哲学）

⑤とくに現代においては，たとえば「無過失責任主義」のように，道徳上

免れても公共的福祉を確保する立場から当然「法」の適用を免れ得ないこと

も多I'℃「法は最大限の道徳」 （イエリネジク)o他面，日本は法万能主義

が支配的であるため，法の過大評価が個人のモラルを後退せしめ，市民道徳

や公共心の欠如が問題にされ，いわゆるタテマエ主義が横行し易いo (軽犯

罪法）◎青年の意識も実はこのような日本風土と無関係ではない。 ‘4
<検討資料>

①法意識にみる日本人(S.48.2.6 朝日）違反と知りながらあえて犯

した例では，やはり道交法違反がトップで'40人，次が列車や電車の「キセ

ル」乗車56人， 3位が「立ち小便」の24人で，その理由は「みんながや

っているから」が約'0錫という……◎林博士は日本人が「制度（き室，）に

ついては厳格でも運用には融通性を（大岡裁き）望んでいる」ことを明かに

し， 「金と暇をかけて勝っても損」という裁判よりも示談を好む「まあまあ
0 』・

主義」が示されている。

②市民のモラル『酔っぱらい取締法』は「すべて国民は飲酒を強要す

る等の悪習を排除し，飲酒についての節度を保つエうに努めなければならな

vll(第2条）と規定する◎私も個人的意見として飲酒を強要するのが悪習で

あることを認めるにやぶさかでない。しかしこの主うなこと力湘互につつし

むべき社会内部のモラルであって，国家法によって教えられ，強要されると
． ！ ‘ ．

とではあるまい。それとも日本人は酒の飲み方一つに至る玄で「おかみ」の
- . , . ,； ? ． ‘

指示を仰がねばならないほど，自律性“い情けない国民ということになる
.. ﾄｰ ｳ ． , ･

のであろうか。岐辺洋三..S,、41 . 6． 50朝日）
ゞ '1． ’ j| .~jl, -･.,J ． ‘ ‐ ・

青年期の葛藤状態は，たんに特有の身体的・生理的な発逮心理から説明さ
‐令｡、 3． ． 、 9 ．

れるべきものではなく，むしろ文明社会においてはより多く社会や文化構造
－39－ ．



リ
に根ざしている(M、ミード）◎豫年の主体性や自己同一性（アイデンティ

向 ◆ p

ティ）を考える上では多く日本人の通有性にかかわっているものと考えざる

をえないであろうo昨年私がグループ研究で発表させた「道徳とは何か」の

テーマで生徒が取り上げたものでは，国電のシルバー・シートにおける中年

への怒りであったことは皮肉であった。「大人だってルールを守らないじゃ

ないか。.みんな平気で無視している」という発言には，卒直な若者の大人へ
｡ 争 -.f

の不信がのぞかれた◎そこで以下若干の比較文化論の立場に立つ労作を紹介

して日本人の生き方を考えさせたい。

③人間平等主義かつて私が米国に留学していたころ，戦場から許され

て留学生として，交換教授としてやってきた人びとが口をそろえて訴えてい

たのは，職場における妨害と疎外の事実であった。その口実になっているも

のは，人間平等主義と個性否定の原則である。浅さに出る杭は打たれるで集

団と同じレベルまで引きずりおろされる。……この類型化の力学は， 日本人
： 旬

のコア・パーソナリティとして集団のあるところ存在するo (『日本人の行

動様式』謂現新，荒木博之P、 81）

この類型志向的人間平等主義は，中根千枝氏いうところの「場」と「街格」

という文脈で指摘した「プリミティヴな人間平等主義」に通ずるものである◎

中根氏は， タテ社会に閉ざされている集団の中では，社会成員は，エモーシ

同ナルな全面参加が行われ，一体感が作られ集団としての強い機能を発揮す

るが，ソトに対してはヨソ者意餓をもち，排他的で敵意が示されるとのべて

いる。雀た森氏は『いかに生きるか』 （謂現綿の中でヨーロッパでは，個

が確立しているが，日本人は「私が自分として独立していなVも自分と別な

人間がいることを忘れて，自分と同じ関係でしか他の人を見ない。しかも互

いに一方が一方を保護し,一方が保護されてい‘,お互いに甘え,甘えられ

るという関係によりかか‐､ていま･すbIP.146とのべ日本にはほんとうの社

会がない。三人称が支配しない社会とも指摘しているo

④内と外3…，･これとは別に，個人的付き合いはよいが。自分と関係の

－40－
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ない外の者に対してはそれこそ傍若無人のふるまいをするという場合もある◎

旅の恥は掻き棄てといって， 自分の住んでいるところは人目を輝って自重し

ているのに，見知らぬ土地に行くと勝手気を玄にふるまうというのも，同じ

ことであるoこのような傾向は日本人一般の特徴であるとして， しばしば外

国人に非難されるところである…･･℃『甘えの構造』P、59，… ､

もちろんタテ社会の人間関係論にしても，甘えの構造論にしても，すべて

の社会簿造や精神構造を一元的な原理によって解釈しようとするのは科学的

一元瞼であるともいえようが，それなりに「|固と集団」を考えさせる上での

明確な問題点を示しているO

uj ・ 。
3． 発展的まとめ ：，

、今ダ

元来，わが国の倫理観は，家族道徳と国家道徳の二元的構造から成り立っ

ており，市民社会の道徳観はふじゅうぶんであるo民主主義の倫理はもと近

代の市民社会を母胎として生浅れたものであるo上記資料は，これらの問題

を分析こそすれ，解決の手がかりを与えるものではないかも知れない◎西尾

氏は『ヨーロッパの個人主義』の中で，西洋の倫理観を無媒介に，即自的に

受け入れている日本人の安易さに懐疑と警告を行っている｡お互いの国々が

陸続きであ詞たヨーロッパ諸国では早ぐから国家間の試錬にさらされてきた。

「自由」は｢城郭の中の自由」なの滝と。「日本人社会において，人間相
● ● ● ● ●

互のつながりをなしている倫理の基盤が,いかに小集団内部の傭緒的紐帯に

よるしかない。そこからは「個人」というものは出て来ないQI (P.144)c

れに対して日本は島国という恵蚕れた孤立のゆえに，対立やきびしさに欠け

た。家族の甘えがストレートが社会に拡大されている◎との点で日本の替会

は寛大であるとも言えそうだ。しかし，今日，比較文化瞼をのりこえる努力

が，つ窪りコミニュティ構想や努力で実を結びっ奥あることも事実であるo

『青少年白書』では．考え方に一番強い影轡を与えたもののうち，法律や公；

衆道徳に関しては学校の教師からろス5筋で1位となっている◎どの主う:な形

であれ，倫社教育の役割の重さには変らない。

－41－
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小集団を考える心

都立志村高等学校 木村正雄

〔主題設定の理由〕 最近，高校生の孤立化傾向が目立つ一方，クラブ
i･;､.: ･ ! :: ::、 .; " - . ･ j . ､･'.･ : . -･ .y、 ．

活動に熱中していた生徒が急にクラブをやめる。同僚,先蓬との関係がう室

くいかないからだという◎ホームルームでもフォーマルグループは勿論， イ

ンフォーマルグループでさえもふ･と，アウトプットしていく生徒が多い。友人

グループも注た同様である。

クループが人間形成に及ぼす影響は青年期にとっては殊さらに大きい。相

互に求め合いながらも離れていく生徒。そのような個人と集団との関係を科
〉ヘ ・

学的に分析し，考えさせ理解させていくことは大切なことと思う。また，一

般に大衆社会についての理解に重点がおかれ，生徒に最も身近かな小集団に
． ､ ：

ついては軽く扱かわれる傾向がある◎態度や行動への影響．変容ばかりでな
・ ： ． ‘

く人間回復のベースでもあるのがこの集団である◎一方， この学習はクラブ

活動やホームルーム活動の諸問題の基礎的理論を学習する場でもあると考え
し』

｡． ？・ ・もう茂る
－3句：

るo教科で学んだ理蹄が特活で実践され，その実践にエってまた，たしかな

理強になっていく。すなわち，両者力輔完的な関係となうてはじめて生きた

学習となるoきた0小集団活動はさまざ主な発想を生みやすVも硬直した社

会から柔軟で人間的な社会をめざすためにもこの学習は欠かせないと考える。

〔指導目標〕 (1)小集団とは何ｶ℃蘂団の特徴と意装を理解させる。
・ ・ ？匙 ・

他)小集団とパーソナリティとの関係を理解させるo
fで f･･ 3: ヘノ ． 9., 、_! 。

(3)小集団のコミユニケーシロン構造や役割構造，地位櫛造．感情簿造を理解
･ 3 - ？ ‘ ． ~ ､

させる。

④小集団のモラール，凝集力，長短などを理解させる◎

⑤自分たちが問題としていることを積極的に解決しエうとする意欲を養なう。

⑥資料の蒐集,分析,整理などの技術溺にうけさせる。

－42－
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〔指導内容〕 ． : ：

1．小集団を学ぶ意義 人間生活の最低限を支える，社会生活の単位，

個人の原理に基づくもの

2．小集団の定義 対面的関係にあること，成員間に相互関係が行なわれ

ていること，成員間に個人的な印象や知覚を有することの三条件力;必要◎

ろ．小集団とパーソナリティ (1)パーソナリティ織造の三領域は左の図の通

自我像行動，。Iは自分の思勺ている自分と他人の思っている分とが

↓ ↓ 一致する領域oⅡは自分ではそうだと思っていても他人か

区⑭隠蹴蕊蹴駕…”
､今f

lの領域が大きくな｡うてⅡⅢの領域が小さくなるほど， よ

り正常な人間だということになる。 ’の領域を拡げるためにはⅢの領域を自

然のうちに本人の自我像の中に取り入れさせる。そのためには親身になって

自分の悩みを聞いてくれる人がいること。

＠)恐怖に基づく超自我

↓－集団規範を身につける（同輩集団で，創造的活動を通して）

自発性に基づく超自我 ヒュマニテックな良心へと成熟する。

(3)態度の変容 受容的態度で接し，民主的にコントロールする◎

4．小集団のコミュニケーション構造「銅司･組織・リーダーシップ」
P．”…

5．小集団の構造 7. ,

議場”
(1股割構

に)地位構造：完全連結から不完全連結に進むにつれてコンセンサスに達する

時間も長くなる。

③感傭繊造，ツシオメトリー，集団の深層心理:…

－45－
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＆集団の目標

(1)目標が明確である②成員のモーテベィシ画ンが強い (3)成員のコミュニ．

ケーシ国ンがスムーズである6減員の意見カー致している (5)資源の入手

が容易である :．

Z集団のモラール

血)仕事への満足仏)仕事への意蕊の自覚(3)集団への帰属意鐡(4)集団の団〆

結力

86-集団の凝集力

鵬護,安全,愛情といった共通の個人的欲求が満足されている (2)情緒的

結びつきが優勢である(3)理想や利害が共通している (4)平等と正義の雰囲

気がある (5)象徴的な集団内駿礼および活動(6)集団外部における共通の敵

の存在… 肩‘

乳小集団の長所と短所

(1)長所個人の喜び，驚き，悩みがみんなのものとなるo個人の考えが公共‘

‐ 性のある確信に高められる。要求，満足が学習，行動の意欲をふる

・ いたたせる◎諸能力ばかりでなく，発想法までも自分のものとする

能茄

③短所系統的知識が得られない。時間的不足，学習が不徹底になりやすい。

：. ･グループ間の競争力轍化する。資任の所在が不明確になる。
? . ｡， ■

10.'l喋団の変革

成員の自発性と能動性，インフォーマルな人間関係，許容的な人間関係

〔指導方法〕

oをず，インフォーマルなグループをつくらせ，それから，そのグループの

研究テーマをきめさせるC

O研究テーマを例示してから，そのテーマに関心のある生徒を集め0研究グ

ループをつくらせることもできる｡

o研究グループそのものが集団の学習対象にもなる。そのため，一人ひとり

－44．－
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がはっきりとした役割を分担し，チームとして縄成し，そこには民主的リ

ーダーが存在し，それぞれの役割を交替する。

oテーマによっては性差を考える。

o上下関係や評価的態度はなくし，メンバー全員が自由に発言できる雰囲気

をつくる。

o現在，クラブ活動やホームルーム活動，友人グループなどで問題になって

いる点をとりあげるC

O問題点がどこにあるかを予測し，資料の蒐集，検討，整理（評価を行な

う。

oその場合， 自由な雰囲気の中で,KJ法等を用いて， エ〃よ．い発想が生ま
へ.い』

れるよう工夫する。

O資料の蒐集は録音テープによる取材，スライト･' 8ミリ映画等の自作自演，

調査統計類，作文，新聞雑誌等から適切なものを精選する。

o研究発表は「教えることによって，．より砿実な理解に達する｣.ことｶﾐ目的

である。板書,模造紙で図示,OHP,スライド0 8ミリ映画，録音テー

プなど立体的に発表を行なう◎寸劇やロールプレイも積極的に行なう。

o教師はできるだけカウンセリング的態度で指導する◎

〔まとめ〕

官僚制組織の内部における小集団の再発見という意味で取り上げてみたが

なお，組織・リーダーシップについては今後，教材化につとめなくてはなら

ないと思う。さた，方法として「学習のコースの中に故意に失敗させたり，

矛盾や葛藤に悩まされるような問題場面を設定して生徒自身に解決を迫るよ

うなプロットを組立てる］ことが大切と考える。

倫社は暗記科目ではない。正に思索，思考の時間である。それはさ堂ざ戎

な発想ができるように自由な雰囲気を持ち続けたい◎科学的分析のきびしさ

も忘れずに，少しでもそのような契機になれば値かながら目的を果しつLあ

ると思う◎
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ユ．はじめに
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現行の「倫・社」教科香で扱う「現代社会」は，おしなべて図式化され‘

鳥醗図として描かれた社会の姿であり，ある場合にはほとんど理念と化して
・ 8 ． ． 2

－ 凡｡ - ◆

いる。無論，このような形で社会を把逼することにはそれなりの十分な意味

があるo何よりもそれは社会の全体像を与えてくれる。しかし，それは要す

るに眺められた全体像であり;それが生きた具体的なものとして把逼される
ヂｰ ･ ･ ･● ●● ● ● ．

:尹・ , 【ぜ． ,｡ ． "

.ためには，全体と部分の接点，言いかえれば部分にとり込まれた全体，即ち
： ・

部分（個）が部分（価として全体につながっていく回路に照明を当てると
． ~ 。# _

とが不苛欠のものとなる。生徒の背の高さ，眼の位邇,心の射程距離から，

具体的な生きた社会との回路の発見，洞察へと導く方途はないだろうか？

鋪の関心の所巷ぱそこに在る。

。
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「

「

Z 『生きがい」への関心

5年間の授業実践を通じて注目したことの一つは，今日の高校生達が「生

きがい」の問題に極めてシャープな反応を示すということであるoこれは「

三無主義」などと評されることと重ね合せると興味深い｡実はそこにも「生

きがい」への関心力嘆は裏返しの形で表現されているとも言えるo誤解を恐

れ:f言えば,それは私にはく異常>とさえ感じられる｡子を育て終えた親な
－46－
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どではない，言わばく疾走する＞速度で生きている筈の彼等が示す「生きが

い」への関心は，何か特殊な今日的性格を表わしているように思われてなら

ない。ところで，衿会心理学的にji,･或いは人生瞼，エッセイ風に，現今社会

に行われている多種多様の「生きがい論」を関連するものも含めて試みにリ

スト・アップしたならば恐らく汗牛充棟もただならぬものがあろうoここで

は実際に高校生達がか左りの反響を示したと思われる一つの視角からく生き

がい＞の問題を考えてみたい｡

a 「鋤」と「必然性」
L’. ． ＆ ､ 0 C

， 、今〃

「生きがい」はどこからやって来るのであろう◎無鏡，その人の「生きか

た」から来るであろう◎では，どんな「生きかた」から？ 問題提起として

一人の演劇人の言葉を示そう。「生きがいとは64必然性のうちに生きている

という実感から生じる。その必然性を味あうこと;､それが生きがいだ」鯛

田恒存『人間・との劇的なるもの』以下，引用は同書のみ） それは更にこ

のように説明されよう。「私たちが欲するのは，事が起るぺくして起ってい

るというととだoそして，そのなかに登掲して一定の役割をつとめ，なさね

ばならぬととをしているという実感だ。なにをしてもよく，なんでも出来る

状憩など，私たちは欲していないoある役を演じなければならず。その役を

投げれば，他に支障が生じ，時間が停浦する－ほしいのは，そ･ういう実

感偽」このような問題提起をぶつけて，生徒達の反応をじっくりと見て

みよう◎討鶴させても主い◎教師になってはじめての授業で生徒達に書かせ

た作文を私は思い出すb課題は『小野田さんについて私はとう考える』だっ

た◎マス・コミ臨調を犬よりも忠実になぞった無惨詮ものが多か毎たが｡し

かし「張りつめて生きた」その生存の在り方に，無邪気なそしてかけねのな
● ● e

い羨望を表明したものがかなり多く6それが私の注目を惹いたのだった。

－47－
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生徒達には当然，疑問があろう。

｢だが，ひとびとは，なぜそうまで必然性を身につけたがる加いう童でも

なく，それは自己確麗のためである。私たちは， 自己がそこに在ることの実

感がほしいのだ｡その自己の実在感は， 自分が居るべくところに居るときに，

はじめて得られる。いいかえれば，自己が外部の現実と過不足なく一致して

いるときに。あるいは自己表現が，自己の内部の心情と過不足なく一致して

いるときに｡,が，この二つは同じことを意味する。」
エゴ

ことで漱石が苦闘した自我の問題に触れても良V℃それはまさに自己と外

部の不一致がひき起したものであり，序でにデカルト的コギトとの間に本質

的な相違があり，それは日本の近代化そのものに深くかかわる問題であるこ

とも注意するとよい。そして漱石が何故,執鋤に自己表現に向か→たか,ま

たピ一卜､ルズやフォーク等も含めて，一般に行動としての自己表現の意味に

ついても触れておきたい。 ， 、 ‘‐

さてj､「自己が外部の現実と過不足なく一致しているとき」とは．どんな

時なのか？ それは図式において外的必然性と内的必然性との一致，っを，

－48－
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自己同一性の実現として現わされる。

ところで「私たちは二重に生きている。役者が舞台のうえで，つねにそう

であるように6:」「劇においてはj.つねに現在が騒動しながら，時間の進行

にともない，過去と未来とを同時に明してゆくo･現在のうちにすべてがある｡

いま起りつつあるもののうちに，すでに起ったものと， これから起こるであ

ろうものとがbこの二重性が劇における時間の法則である。」「現在は一瞬

一瞬，あらゆる方向への可能性を威しながらも,依然としてそこには法則が

ある◎劇の進行とともに推積されてきた現在は，それ自身を完全燃焼しなけ

ればならないの魁」「人間存在そのものが，すでに二重性を排うているの

だo人間はただ生きることを欲しているあではない。生の豊かさを欲してい

るのでもない◎ひとは生きる。同時に，それを味わうこと，それを欲してい

る。」

さて， 「劇的役割」は必らず相応の対外的責任を担う。責任は英語でres-

ponsibilityだが，要するにこれは応答する龍力(respose+ability)

のことである。現実社会の中で一定の役割をひき受けo為さねばならぬこと

を為すことである。それは現実の排戦（チャレンジ）に対して応答（レスポ

ンス）することでもある。そこに「生きがいjが実現される。

’

’
4まとめ

こうしてみると， 「生きがい」は。外部，全体たる社会と，内部，部分（

個）たる自己をつないでいる重大な回路であると言える◎それは一定の「劇

的役割」を果すととによ→て得られる。しかし,＝こ･の役割はウ エしんば外的

必然性として自己にふりかかったかに見えても同時に，それが内的必然性と

してとらえかえされぬ限り，言いかえれば，自発的稜極的な生きる決意とし

て再び選びとられない限り0＜生きがい＞を実現するものとなり得ないであ

ろう。

－49－．



＜附龍＞

紙数の関係で本稿では割愛したが，十分な奥行きと拡がりを与えるために

は,「劇。そのものの碑造や，ギリシヤ悲劇や「悲劇の誕生」 （ニーチェ）

等にも触れることが不可欠であり，さもなくばわざわざ「劇的役割」を持出

した意味が失われる。殊に，ヘーケル，ニーチェ，マルクスを見てもわかる

ように西欧思想にく劇＞の概念（ギリシャ悲帥が果した影響と役割は決定

的であると言える。しかし叉，そのことが我々， 日本人の人生論の中に，無

差別にく劇＞概念を導入することへの「ためらいJ「反省」を生むことも事

実である。たとえば宮観音弥氏の著雷の一つが「日本人の生きがい」という
● ● ● ●

書名を持っているのは，そういう民族的伝統的エトスの相違への深い配慮か

ら来ているのであろうo

､又，引用した福田氏の著書(中公文勘は0高校生の参考文献として使用

することは主として次のような理由で無理かと思われるので一言しておく◎

a・桐介不鯛の密度の高い思索で，難解とは言えないが内容が意想外に高

・度である。

b・警世的啓蒙家として踏みとど蜜ろうとする典型的知識人の苦渋と自ら

呑んだ毒が吐露されていて，テキスト的性格になじ蚕ない◎

最後に，本稿への質疑，御教示，感想，批評を下記宛にお願い申し上げ雀

すb

〒186

国立市東2－5－4 小河信国 』

● 〃

－50－
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第2分科会「愛・芸術と青年」:§

研究経過報告

､､

「愛と青年」「芸術と青年」の二分科会を合併して発足したとの第二分科

会は, メンバー,4名であった6世話人が連籍を徹底させなかったことも手伝

って集まりは良くなかったが，顔合せを含めて4回会合力特たれ，4粒では
. .~、 －･そ 、

あってもピリッとした会合が持てた。以下は経過報告である。かなりの部分

を記憶に頼って書くことになるので，不十分さはお許し願いたい。
、 J 1

W

①顔合せ6月18日に上野高校で今年度第1回の都倫研例会が行なわれた

が，この際分科会毎に顔合せがあった｡メンバー自己紹介,､世話人決定，今後

の活動方向について話しあわれた。この席で，既成のものにとらわれずに，

倫・材で扱ってみ主う，又は現に扱っている新しい教材を各自が持噂寄って

その検討を進めてみては，ということになり，具体的には,愛又は芸術に関

する参考図書をメンバー各自が探してプリント－枚に内容を蚕とめ，夏休み

中に世話人の方へ送るという形態を決めて散会した。この時の参加者は宮崎，

坂本，菊入，鹿野の各先生方◎

さて8月中に世話人（海野）の方へ集まったレポートは都合5枚◎次回へ

の単備もありo これらをコピーしてメンバーへ送り，第2回目を迎える。

②9月24日白鴎高校で分科会を持ったo参加者は5名◎この日は宮崎先

生が｢高村光太郎－その愛と美一」，徳久（寛）先生がカントの｢美と崇高

との感備性に関する考察」，それと海野が「高橋竹山」「棟方志功」の芸術
9 ？･ ･･ 号 ｡ ｡ ・

瞼について発表し，それぞれについて意見交換が行なわれたo美というもの
。 ．『． ,。 ：:、 ！、 ：､ I： ‐':: ′〆

が主観的なものでありながらもそこに寵鰔息出させるためにはｶﾝﾄの
作品などは有効であるとか;海ﾀﾄの芸術ではなくて， もつと日本の土着の芸

： 、

術芸能などにも生徒の眼を向けさせることがいいのではないか，芸術作品を

観賞しながらその人物の考え方，文章を追っていくことも面白いのではない

－53－
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かなどの点が出てきた。次回は浅香先生の「ゲーテ論」を研究することで散

会したo

③10月23日同じく白鴎高校で2時半頃から6時頃迄長時間に渡ってケ

ーテの言葉を引用したプリントなども参考にして浅香先生の説明があり，意

見交換へと移勺・たoダーテなどは倫社の教科書では取り上げているのが少な

い訳だが，内容から見てもうと取り上げて良い思想家ではない力℃ケーテの

反理性主義，人間の感情に訴える立場ということから理性を見直して見るの

がいいのでは，今の高校生には感激する機会が少ない。情感に訴え感激する

慧乎ものとしてゲーテの言葉を使えるのではないかなどや，教材化に当勺てケー

テの筬言を生徒に示すのがいいのか，一冊の本を集中的に醜ますのがエいの

か,.生徒が言葉を通して身近に感じ， 自分の生き方の一つの素材にしてくれ

ればいいのではないか等々が話しあわれた。充実した会合であった。この日

は小河,．:宮崎0良香，徳久，坂本の各先生と海野が参加した◎

④12月9日 この日も白鶴高校で開いたo当初の期日を変更したり，連絡

が不十分であ勺たためなどで小人数の集まり（4名）となった。この日は久

しぶりに小笠原先生の参加があり，内容はかなり濃いものとなった◎坂本先

生が世阿弥の「花伝番」についてレポをし，芸道について， 「花」とは一体

何を窓味するのか， 「花は無｣.というのはいかなることかなどについて意見

の交換が左された。世阿弥などは，教科書で扱かっているところはほとんど

なく，又生徒にも理解させるためには，送り手の我々が，理解が深蛮ってい

なくてはならないが,こうした芸道の世界に興味，関心がわくには年齢が関

係して.くるのではなどということも話しの中に出た。私などはこの会におい

ては専ら聞くことに終始したわけで，年齢，経験の相違ということに気づか

せられた会合歪参令たo会の後には『愛」というスナックに寄勺て第二部を

行う:な.ど毎回小人数ではあったが楽しい充実した分科会であった。

（海野省治記）ざ ． 。

、
》
●
●
●
』
●
蕊
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「ケーテのことば～愛と芸術について」

都立葛飾商業高等学校 浅香乳育弘

このテーマをとりあげる理由

現代の日本人は，一方で西欧の近代思想を吸収・継承しているが，他方で

批判・超克していかなければならないという矛盾・多様性の中に生きている◎

現行倫社の教科雷でも， 「近代思想」はかなり重視され，しかも批判的に扱

むているものより，憧恨をも→て書かれているものの方が多いo

しかし石油ｼ･,ク.公害問題.政治汚職等を契機に物質主義的錐観に
‘,《0.,J

うかれていた日本人も，改めて西欧近代思想の根底をなす個人主義や合理主

義の弊を思い知らされた筈である。高校生の中にも， このエうな問題の所在

に気付く者が出たが，まだ利己主義・打算主義・悪平等主義等に慣らされ毒

されている者が多い◎また競争社会の中で，やる気十分の者がいる一方で，

五無主義的傾向に墜ち入っていく者も少な.<ない◎

このような現状の中で，ゲーテを取り上げるのは彼が近代ルネサンス期の

人々が理想とした全人(GanZ"nsch-人間のあらゆる能力を最高度に発

揮した人）をまさに体現した人であり，時代を反映した人であると同時に，

利己的個人主義や理性主義におぼえ，過信した近代人をきびしく批判し，近

代を超克した人であり，近代がもたらした混乱と困難に悩む現代の高校生に

も大きな示唆と光明を与えてくれる人であると思うからである。

倫社の現行指導要領に「人生における芸術の価値」を教えるべきことがあ

げられながら，今の倫社教育で一番欠けているのがこの分野だと思うoそし

て現行倫社の教科書中ケーテを取り上げている本がいかにも少なく至極残念

で.ある◎こ比数年，私は年間5～6人の思想家を重点的に取り上げ，その1

人として「人間について～ケーテのことば」 （教養文庫）を資料にケーテを

扱句ているのは。せめてもその穴埋めとしたいからである。
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1． ケーテの芸術観

・鋤I碇る心に生命とあたたかさを与えてくれる轍養文庫本P.54)

漱石の言葉に｢智にはたらけば角が立つ」というのがあるがケーテのこのこ
‘ ･ 葛. ｡-： .r･･ . ｡ - 6 ‘ .

とばは☆（「理知ほ結局自然にはとどかない」 (P. 60)と共に)人間の主

知主義的・理性主義的生き方の偏向性つまり理性的生き方こそ最高であると

思い込み，傾きがちな人間の誤り，それがもたらす危険と欠陥を指摘すると

共に，そうした偏向性に救いを与えて．くれるのが美を求める心・美に感動す

る心であり，それによって人間は生き生きとした息吹き性命のリズム）と

人間的情味．暖か味をもつことができると指摘し，人生における芸術の意義

､価値鱗調しているといえよう。自然環境が次々と破壊され，人間の心童

でが益を潤いを失っていく現状を省りみる時， この言葉が痛く感じられると

多鵜’致雛示唆を与えてくれるように思われる。

蝦私室角は自然のただ中で生活しながら自然を知らない6 (P･8)

人間は理屈・理性では自然の真姿・人間の自然を解することはできない。ケ

ーテは理知や意志にわずらわされず，古代人の主うに自由で純な心情をもち

えたからこそ， 自然の生命を生き生きと感得しえたのだろう。宣長が日本の

古典に見出し強調し瀞もののあわれを知る心，'にも通じエうが，われわれ

もケーテのようにナイーブでゆたかな感受偽暖かな愛情をもって自然に接

していけば， もっともっと目然の美にふれられるのではないかと教えられる。

そして「あらゆる芸術にとって自然は汲みつくせない泉j(P6135)であ

り， 「芸術は第二の自然」 (P． 132)なのである。ケーテは自ら多くの詩

・戯曲等を書いた他‘広く芸術全般を愛好した人だった。そして偉大なもの

にいつまでも新鮮な輿I末9-関心を持続け息ととが若さを失なわぬ秘訣だとし，

(P･ .21: 1),そして人にも主きもの・最善のものを求めよとす且め(P、

143．1:8蛾＃･日常生活の中で一つのよき習慣・一つの芸術を身につけるよ

すすめている:､(P6 186.201)のも大変参考に宏ろ。

145．1:84鬼･日常生活の中:で一つのよき習慣・一つの芸術を身につけるよう

すすめている:､(P6 186.201)のも大変参考に宏ろ。
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zゲーテ～愛について
、 :． ． ， ．.．

. ! :'O自然の極地は愛である。愛によってのみ．人は自然に近づくことができ
． ， ；: ｡、

るo (P.15)

o私たちをつねに結びつけるものはなにか一愛。 (P.45)
・ ． ？:.．

Oいつも変らなくてこそ本当の愛だ。 (P､46)

oひとりの人を愛する心はどんな人をも憎むことができ注せんo(P､50)

ケーテは深く自然を愛し．人間を愛し，芸術そして自然科学の研究を愛した◎

すべて生あるものは一自然も（小鳥も花も）人間も愛によってのみはぐく

まれる。そういう意味で自然の極地は愛である◎さた愛なくして自然の神秘
flW

や美に近づくことはできない。逆にいえば，生あるものをはぐくむことによ

って愛は育っていく◎エゴの殻に閉じ込注ったままだったら，人間は孤独で

バラバラの塞聖に終ってしまうo人間がもし結び合えるとしたら，愛の心を

もって接する他ない。しかしその愛は利己心や憎しみと背中合せの愛であっ

てはならない。それは仏教でいう愛染．愛欲．盲愛・執愛と同じであろう。

真に愛することを知った人は，どんな人をも憎むことができなくなる。人で

も花でも小鳥でもすべてを愛することのできる人となる。そして気をぐれの
ざ＆. ｡ ｡ ‘ リ

身勝手:でなく；いつも変わらない愛をもちえてこそ棟洋の仁や慈悲に通じ

るような)j本当の愛であることをゲーテはうたいあげている。

若き日に「ｳｴﾙﾃﾙの悩み」を書き;70過ぎて若きウルリーケを恋し，

「マリエンパード･エレジー」を啓き，更に「ファスト」に反映させたケー

テは，生涯において多くの女性を愛し，恋の遍歴者の如く思われがちである◎

しかしその時その時相手に純な心を捧げたケーテにドンファン的ないや味は

感じられない。むしろ晩年， 「ファ･スト」の終りの方で， 「なるほどこの馬

鹿さは容易なものではない」 （第2部， 11842行)として，ギリシヤ的なエ

ロスも，キリスト教な愛をも否定し，超越していることこそ貴重であり0注
も ■ ｡ , ､

目すべきであろう。
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まとめ

との本(関泰湖ﾐ鋤の煽者もいっているエうに，ケーテのエうな高い知

性と，深い直観と，あたたかい心情と，高貴な道義心とを一身にかねそなえ

た偉大な人間が,80年の生涯の経験や観察からのべた言葉一つ一つが深い見

餓と知恵を蔵し，珠玉のような美しさをもっている◎

それは哲学者・宗教者・社会学者とまと違った角度から「人間とはなにか」

「人間はどうあればいいか」の問題について，鋭いユニークな発言をしてい

るoわれわれは謙虚にそれらの言葉に耳を傾け，その感動を生徒に伝える義
． ：

務があると思う。
3:､ '4． ．

そして「頭がすべてだと考える人間のあわれさエ」 (P､205)等人間のあ

り方について，その化渓や愛についてのべたケーテの言葉は，今の高校生に
：: ． 、 ：

も入りやすく，わかりやすく，魂にふれるものをもっているようだ。
- ･ j･ ｡｡ 。

また「古典的なものは健康， ローマン的なものは病的」 (P､142)とした

彼は，時代を超越してわれわれに語りかけてくれる◎人それぞれ好み力漣う

から強制するつもりはないが，私などには30オ前後で死んだイエスより，80
． ：

オ戎で生き人生経験豊かな，そしてただ経験力罎かというのでなく，生涯真
' ， ‘ ， ．： .

実を求め，人間の本当のあり方がわかったと思われるゲーテの方が，はるか

に人間的に深みがあり，興味があるように思われる。孔子が「徳に拠り仁に

依り芸に由る」つまり人間の真（徳・仁一真のヒューマニズムの体現）を通

して六芸（礼楽射御番数一道徳・芸術・技術・スポーツ・文学．科学等）

が正しく発揮されることを強調したように， 「真実を愛し真実を感じ」 ケ

ーテもただ天性の詩人的資質を存分に発揮したというのでなく，人間として

のWharhait慎実・人間形成）があり，それに裏打されて始めてDic-

htung儲・創作）の向上・完成が，また「二つの魂」つまり「心情」と

「糖神」の類をれな鯛和があったことを見のがしてはならないと思う。「地
‘ ！

上の子の最高の幸福は人格である」 (P､206)

一人でも多くの生徒がケーテを学ぶようになることを期待したい◎

－58－
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「ドラクロワの日記」仁見書房）

一画家の魂の記録

都立小金井工業高等学校 平沼千秋

1． このテーマをとりあげる理由

ドラクロワは1798年から1865年までの65年の生涯を芸術に捧げ

たフランスの画家である◎10オにならないうちからルーブル美術館に出かけ

てルーベンスやティツィアーノらの作品にふれ，深く感動して自分も画家に

なろうと思い,その後死ぬ蚕での実に60年近くを衰えることのない錨へ
、い60

の探究心と情熱を持ち続けて生きた。この日記には絵画にかける驚くべき情

熱と自制心と青春の悩みがくり返し書かれている。野性的な性格，芸術に打
・ -5 4 夕 ﾛ ･

ち込むための孤独志向などありながら，社交人でもあるため交友に多くの時
､4 ．.

間をとられる矛盾と，それに伴う困惑や喜び，女性に対して内気なために，

窓の下をうろつくだけで愛を打明けることもできなかったり．嫉妬に苦しん

だり，女性で悩むよりそのエネルギーを芸術に注ぐべきだと何度も決意した

り……この日記には，天オといわれた人のとても人間的な側面がみられるo

説む者に,芸術とは何か,芸術活動のきびしさについて,きた芸術活動にひ

かれる魂について，考えさせるものがあり，さらに，現に芸術をめざす青年

には励ましとなるだろう◎また同時代の芸術家，ジェリコー，ボードレール，

ジ画ルジュ・サンド，シ画パンらとの交流の禄子も興味ある者には面白く，

ドラクロワがなかなかの思想家，芸術誌者であることをうかがわせる。
9 口

2日記の抜粋
Q Q

＠美と効用の区別「自然はしばしば目的なくその豪華な偉観を展開するし，

またしばしば自然の効用を説く徒党が浪費と称する程の華美をもって自己の

姿を現わすb自然は人類の生存に必要な野菜には気をかけず，かえって野の
。 ： ･

草花や，森の草木に一層の美観を与えて喜悦しているかのようである。もし

も『効用』が自然における首位を占めるべきものであるとしたら,栄養にな
･ ： 2 . . , ､ ､ 1 ．
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蕊
辮
篭

ろ野菜の方が，ただ美いハというエリほかに取柄のないパラエリも，ずっと

魅力があるはず龍童かろうか｡それに,神の祭壇を飾るのに野菜を用いな

いで，無用の美しい花を難“はどういう理由だろうか」
＠．繊力と芸術的衝動Ⅷ「私のうちには何かがあって，それはしばしば肉

体よりも強く，また元気を回復さ輯。内なる影響をきるで受けない人もあ
るが，私にはそれがほかの人よりずっと強いらしい。私はそれなしでは死ん

でし左うだろう－と言･ってもそれが私を消耗させるかもしれ左いのだ（これ

は言う童でもなく想像力のことで，私を支配し導くものである。） 」

「おまえはまちがっている。おまえの空想が参をえを狂わせる。－音楽が

私に偉大な空想をふきこむことが主<ある◎私は音楽を聞いていると非常な

制作欲を感じるQ残念ながら私には忍耐が欠けている。もし制作にあたって
' 4． ． ． ･

自分で承叫囎る忍耐をいくらかでも保持したら私は全く別人のようにな
るだろう｡成果を生もうと私は性急に過ぎるのだ」 （かつて卜･ラクロワ展を

見たとき，想像力が先走りすぎて技術が追いつかない感じのぎこちなさが,:…

彼の作品の一部には確かにあると思ったことがあるo)

、美しいものとの出会いを大切にするための自制「どんなものも平穏な

心をもってやろう。立派な作品と美しい行為の前でしか情感を動かす含い◎

静かにあせらず仕事をやろう。汗が出そうになったり血がいらいらしはじめ

たと思ったら，すぐ・用心して自制すること◎だらしのない絵とは，だらしの

ない人の描いたもののことだ」

「わざわいなるかなノみながみな凡俗なものといつまでも交わっ.ていて，

どうして立派なものがつくれるだろう？偉大なるミケラ薬瀦ｺﾛを思うo・

魂を養うような壮大にして厳粛な美によっておのれを養うこと◎私はいつも

ばかげた気購らしで勉強をそらしている◎孤独を求めよ◎」“ ・ ．
； ： ・・

・仕事への集中を求めて 「孤独にかえり，しかもプラトンのように簡素易韮：

な生活をする必要がある◎いつも遊楽に走りやすく， 、いつも友達仲間がほし

いのだが，どうしたらじ→とひとつのことに熱中し続けるこ学とができるだる
－60－
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い

うか｡私が孤独で味わ旬たことの方がずうと強く,汚されていない｡……私

も一人でｱ‘トリエを守り,孤独に暮らす必要を十分霞め‘葛から6今からこれ

を習慣づけよ．うo」

「私の生涯の最も美じく最も尊い刹那が，その奥底には倦怠しかもたらさ

ない気階らしのなかに流れていく。･･…。くだらないことを思いめぐらすのは

相変わらずさかんで，無用な計画に自分の精力をさぎら九数多い尊い考え

も熟さずに，あいつぐ｡失策を早産しゥそれが私を食いつくし，奪っていく。

敵は内心にあって，いたるところに手を広げているo」

「叡知は大部分の人にと→て，ほとんど一生涯緋やさずに荒れた童童に左
＃’

っている土地のようなものである。神はその被造物に対して,理性,想像,

判断，概成などの能力を与えてくださ今たのに，ただ座食するだけでほとん

ど成果をあげずに生きているようにみえる下らない入島-の群れや,少なくと

も平々凡々な一群を見て,我々にはふしぎに思う権利がある｡怠惰と無知，

それから偶然に投げ入れられた境遇とが, ．ほとんど全ての人間を，その場の

受動的機械にするoそして我々は，我々みずから手に入れることのできるも

のをめったにわき玄えないo怠惰はいう雀でもなく我とのオ能を発展させる

上での最大の敵である。だからこそ『汝自身を知れ』はうどんな社会におい
. ． ：

ても根本的原理なのである。」

◎創造の苦しみ「人間に与えられた省察力と想鍾力｡どれはいた．童しい
． . ．；

い｡人間が知恵をとぎ，思想とともにそれを表現する方法を進歩させて橡な

の要求を手に入れるや,‘たち童ち自然が何事につけても彼に逆いはじめる。

…しかし人間自身も,その本性である本能の富戎になる時には,彼もきた立

派な作品を粉々に壊すことを企てはしないだろう力も｡』･シジフオスが山の頂

上室で石を転がして運ぶのを待っている復警の神にも似た暴力が,ほとんど

定期的にやってはこないだろう力℃そして獣エリもすぐれた知恵を人間に与

えた，何かわからないあざものが， この知恵そのもののために，人間を罰し

一己61－
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-噂喜んでいるようではない汎”"･9その天分において，果断において，不撹

不屈において？最も偉大な者は0一般に最も迫害されるばかりでなく，彼み

ずからも天分と想像の重荷に疲れ，苦しめられるのである。･･･…ほとんどす

べての偉人は, ，ほかの人々よりもずっと屈折のある悲惨な生涯を送ったのだ」

・絵と音楽（リズム） 「色彩は目の音楽である。……絵画には，色彩や

光や影などの配合が招く一つの印象があるoそれが絵画の音楽であり，そこ

に何が描かれているかを知る前に，たとえば大聖堂に入勺たときのように，

何が描かれているのかわからないほど画面から離れて見ていたまえ。すると

君たちはじきにこの魔術的な調和に心を奪われてし戎うだろう。」

aまとめ

この種のものは，余計な解説をつけるよりも， よいものをじかに見たり銃

ん鋤式る友が良いと思い,適当に小見出しをつけただけで主に抜粋だけの

せたがり .授業で使うときも原則としてそれでよいのではないかと思うoわか

りにくいところは説明し，こちらの感想や感動した部分を伝え， この例の場

合は画家であるからその作品も鑑賞できると一層よい。特にﾄ･ラクロワは文

学作品にテーマをと･ったものが多く，訴えるものがわかりやすくしかも感動

的だ◎彼の詩人的直観はすぐれていて，ファウストの場面を描いたものなど

老ゲーテをして「私だ句てこんなに完全にこの場面を想像することは出来な

かった」と言わせたほどだ◎「民衆を率いる自由の女神」という作品は，生

徒には世界史の教科書でもおなじみであって近づきやすい◎シェークスピア

に題材をとったものにも深い味わいがあると思う｡「オフェリァの死」とい

う作品を始めて見たとき思わず画面に吸い寄せられて， これを描いた画家の

心に思jハを巡らせ， しばらくその絵の前を動けなかった記臆がある。「ハム

レジト」の一連の作品，,オセロの「デスデモーナ」なども興味深く，ギリシ

ア悲劇に題材をとった「激怒のメデ｣にも複雑な感動を呼びおこされたoゞ
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「美と崇高」

ーカントの『美と崇高との感悟性に関する観察』（1764）より－

都立白鴎高等学校徳久 寛 ．

I このテーマをとりあげる埋由

0）高校倫理社会では美や芸術についての考察が少ないので，ひとつの試

．． ： ． ．・ ・． iみとしたい。 ． ． ，

②カントについては認識論や倫理学のみ強鯛されているが，本著にエリ

人間の幅は広く多様であることを知ってもらいたい。

（3）本著は小冊子で，入手しやすく，比較的醜みやす腱ので，古典に親し

む練習としては手ごろである｡

Ⅱ 本論・ ： ≦

（1） カント美学の方法

古来，今日まで数多くの芸術作品や，又人女の心に感動を与えるエうな自

然の風物があった◎我々が芸術的とェんだり美的と評価してきたものは過去

にも，今日にも，又多数ある◎それらの作品や情景の中から芸術や美の本質

を探り出し，類型化し，芸術や美の究極に迫ろうと多くの先哲は試みてきた

のである◎

だが，同じ作品，同じ情景であっても，ある人々にはそれが喜びであるも

のが他の人々にはそう感じられないというようなことがよくあるからウ又，

美しいと感じられるものが，他の人々には無関心であったり,,醜と感じられ

たりするから，喜びや美を感じさせるものそのものを探し出そうとしても仲

を大変な･ことである◎それより.も，それを美しいと感じたり，喜びと感じた

りする人間の側の心を観察し，分析し，美や芸術の本質に迫ろう記.はない力℃

美や醜を感じさせる外界の対象物によってでは履くDそれらを感じる人間の

心のあり方，感情の示す特質を分析する’ことにエって美の問題を考えエ，と‘

するのであるo (注） 「満足や嫌悪やいろいろの感じは，それを起す外物の
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性状によるよりも，むしろ，それによって快，不快を感じさせられる各人に
． ． ； 、

固有の感情性に基づくものである。」この固有の感情性に崇高の感情性と美
・ -: 怠 圭,に"ま；』.：， :・

の感情性との2種類がカントには区別されたのであるo

（由．このように人間の美的感情の分析による美の考察方法は，デイルタイ

が『近代美学史』鰭波文庫）の中で述べている近代美学の第2期「美的印

象の分析と19．世紀美学の方法』の特徴である。 ：

（2） 美と崇高 ． ！

崇高の感慨性とはF柿ろ･しさを伴なうもの」であり，又「強い印象で我均

に迫るもの」である。例えば「雪を戴いて雲上にそびゆる連山のな．がめ」「

荒れ狂鋲嵐の描写｣.「地獄の叙述」「聖ぃ森林の中の楢の樹と寂静たる影」

等がそれであり，これらは「俗世間の蔑視」「永劫」「厳しゆく」等の感情

を我々におこさせるものであるo又，この崇高の感情はさらに3つの種類に

区別されるoひろびろとした中央アジアの砂漠の踵うに我々の心に深く戦傑

の感情をおこさせ，怖ろしさや憂うつを伴なう「恐怖入りの崇高」とエジプ

トの:ピラミッドの上うに高く我々の心に感嘆をおこさせ，落ちついた嘆賞を

伴なう「高貴さ」と聖ペテロ寺院，武器庫，宮城のように高い崇高の土台の

上に美の飾りを伴なう「立派さ」とである｡

一方，美の感情性は「楽しく微笑を誘うもの」「享楽するもの」である。

「花多き草原の景色」「曲りくねった小川の流るる谷間を家畜の群が草を食

いながら散在する光景』「極楽の記述」「花だん」「低い恒根」等がそれで

あり， これ等は,,「旺盛な元気」「快活な感情」便輝く眼光」「愉快な顔つ

き」等を我々におこさせるものである。、 乱

「夜は崇高で雪，，昼は美走ある。崇高の感情を有するような性質の心意

は，輝く星の光がたちこめる薄暗い夜のとばりを通して蝉き，寂しい月が大

空にかかるとき，夏の夜の平穏な静けさによって友補や現世の蔑視や永遠と

いうような高尚な感情に次第々々に引き込きれる。崇高に対する豊かな感情

･を有する人間の容貌は蕊馨であり．時と．して動ぜず，時として感動する。ご．
－64－
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れに対し，美の生気はつらつたる感情は,眼の中に輝くすがすがしさにより

笑顔により，又しばしば空っ放しの陽気さによってあらわれるd･｣友情は崇

高の感情をおこさせ，恋愛は美の特徴をも託悲劇は崇高であるが,喜劇は

美である。

（3） 人間性にあらわれる美と崇高

崇高なタイプの人は悟性的であり，勇猛,偉人，慎重，賊実となって表わ

れるが，彼等は高貴すぎて打ちとけにくいものであるO美のタ､イブの人は機

智に富み，譜錨丁寧，行儀，洗練，鄭重となって表われ，彼等は愛を毒と

させ，日常の交際にはよい社交家である◎崇高の感情はそれだけでは永続き

せず，所々に美の感情力功pわった方が上いo逆に美の感情も‘幾分崇高さが加

わるとひきたつものである。例えば，若者の特歓は美であるが,蕊分崇高さ

を持たないと気ざに写るものであるo美しさのない崇高なだけの若者は空想

家か妄想家である。老人の特徴は崇高であるが，幾分美が加われば親しみが

でてくる◎も勺とも崇高ざのない美だけの老人はいや味である力もその性格

が崇高なタイプの人でも，互いに他の要素を幾らかずつでも含んだ方がその

性格がきわだつものである◎これは他のことにもあては含る◎美である恋愛

も，これに優しさと尊重の崇高さが加わると美の姿が一層引き立つだろうし，

崇高である悲劇も美的要素のある喜劇的な面が加われば,一層効果を表わす

だる･うo ’ ，

（4）, ：道徳的気質が表現される美と崇高

崇高な人は;普遍的道徳感情を行為の動機とする人で，彼の気質ば憂うつ

質である。「憂うつ質の人は0すぐれて崇高に対する感情性をもっている。

彼は頑固である。そのために彼は彼の感情を根本原理のもと‘脆繊さ由と

の根本原理が普遍的であればある程，達子室す彼の感情は事情に伴なうて変

化することが少溌い。彼は他人の判断を気にせず自分自身の原則に従う6波

は流行の変化を冷淡にながめ，その虚飾を軽蔑する。彼は人間本性の尊厳に

ついての気高い感情をもつo」
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